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２以上の校地ごとの状況

-2以上の校地ごとの状況－1-



最大受入定員 収容定員 在学者数 専任教員
校地面積
校舎面積

最大受入定員 収容定員 在学者数 専任教員
校地面積
校舎面積

経営情報学
部総合経営
学科

1,000人 840人 833人
　　22人
   （22人）

1,030人 860人 810人
　　14人
   （14人）

千葉東金キャンパスと東京紀尾井町
キャンパスのそれぞれで授業を担当
する教員は7名。

メディア学
部メディア
情報学科

520人 440人 371人
　 　9人
    （9人）

1,320人 1,100人 1,180人
　　21人
   （21人）

千葉東金キャンパスと東京紀尾井町
キャンパスのそれぞれで授業を担当
する教員は2名。

既設の学部
学科

3,800人 3,170人 2,790人
   135人
 （140人）

0人 0人 0人
　　　0人
　（　0人）

－

計 5,320人 4,450人 3,994人
　165人
（170人）

　　202,828㎡
72,794㎡

（72,794㎡）
2,350人 1,960人 1,990人

　　36人
　（36人）

　5,496㎡
19,249㎡

（19,249㎡）

千葉東金キャンパス 東京紀尾井町キャンパス

　　1室 　　1室

　8室 　12室

　　20室 　　11室

　89人 　17人

210室 27室

90室 45室

48室 1室

40室 3室

7,726㎡
279,250冊

385㎡
31616冊

　　4人 　　2人

　　1室 　　2室

　　2室 　4室

　　1室 　10室
有 無
有 無

施設・設備等 備考

学長室

※収容定員欄には，収容定員の設定がされていない場合は，「設定なし」と記載すること。

※専任教員欄，校舎面積欄の（　）は開設時，（　）外は完成時の数値を記載すること。

※専任教員数について，同一の専任教員が複数の校地で授業を担当する場合には，ダブルカウントし，ダブルカウントする教員の内訳を備考欄に記載すること。

経営情報学部は、グローバル化や情報通信技術の発展に即応する能力を有し、かつ企業や行政等の組織、あるいは
国際社会・地域社会が抱える諸課題の解決に主体的に向き合い、他社と協働しながら判断・行動できる「国際的に
有為なマネジメント力のある人材」を育成する。千葉東金キャンパスでは「総合経営コース」で、スポーツ・健康
分野、地域社会や公共分野で活かせる知識など、ビジネスを総合的に学ぶ。東京紀尾井町キャンパスでは「グロー
バル経営情報コース」で、経営学や会計学、流通・マーケティング、消費者行動分析、企業の情報システムや情報
ネットワーク、グローバル・コミュニケーションなどを学ぶ。

メディア学部は、クリエイティブ系実践教育とエンタテインメント・ビジネス研究により、クリエイティブ産業が
必要とする創造的な人材を育成する。千葉東金キャンパスでは「ニューメディアコース」で、アート＋テクノロ
ジー＋デザインの新しいメディアを学ぶ。東京紀尾井町キャンパスでは「映像芸術コース」で、エンタテインメン
ト分野を複合的に、実践的に学ぶ。

※研究室が専任教員1人当たり1室でない場合には，備考欄に，研究室の利用形態を記述すること。

※運動場が校地の隣接地にない場合には，その旨を備考欄に記述すること。

研究室

事務職員

事務室

会議室

学生控室

体育館

教室

図書館

実験・実習室

演習室

講義室

※2以上の校地で教育を行うことを前提とした申請についてのみ本様式の記載を求めるものです。

運動場
千葉東金キャンパス：7,565㎡

学生自習室

医務室

千葉東金キャンパス：1,820㎡

東京紀尾井町キャンパス1号棟：メディアブース、ラーニングコモンズ、ラーニングスペース
東京紀尾井町キャンパス3号棟：ラーニングスペース

図書館専任職員

蔵書等は、各キャンパスでOPACによる一元的な検索を行うことができる。また、貸し出しに際しては、必要に応じて各キャンパス間での相互貸し出しに
よる対応を行っている。

原則として准教授以上を個室として設置している。
但し、東京紀尾井町キャンパスについては、スペースの関係で一部、共同スペースとしている。

別記様式第2号・別添3

2以上の校地において教育を行う場合のそれぞれの校地ごとの状況

学部

千葉東金キャンパス 東京紀尾井町キャンパス

備考

区分 イ コース別に校地の設定がされている場合

学部及び校地ごとにおける教育内容

-2以上の校地ごとの状況－2-



２以上の校地での教員勤務状況

-2以上の校地での教員勤務状況－1-



学部等名称 番号 氏名 年齢 所属する校地

経営情報学部
総合経営学科

1 早田　巳代一
東京紀尾井町
キャンパス

経営情報学部
総合経営学科

2 染谷　芳臣
千葉東金キャ
ンパス

経営情報学部
総合経営学科

3 大塚　正美
千葉東金キャ
ンパス

経営情報学部
総合経営学科

4 亀山　浩文
東京紀尾井町
キャンパス

経営情報学部
総合経営学科

5 七井　誠一郎
千葉東金キャ
ンパス

経営情報学部
総合経営学科

6 渡邊　修朗
千葉東金キャ
ンパス

経営情報学部
総合経営学科

7 呉　小莉
東京紀尾井町
キャンパス

千葉東金キャンパス：5日／週
担当授業科目（経済原論A、ミクロ経済学、マクロ
経済学、財政学、ゼミ、大学院科目）の教育、教授
会、委員会等の管理運営への参画、研究室におけ
る研究活動、オフィスアワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：4日／週
担当授業科目（異文化適応論、グローバル・コミュ
ニケーション総論、異文化コミュニケーション論、
Introduction to Global Management、異文化組織マ
ネジメント、アカデミック・スキルズ、アカデミック・プ
ラクティス、ゼミナール）の教育、教授会、委員会等
の管理運営への参画、研究室における研究活動、
オフィスアワーを設定している。

千葉東金キャンパス：5日／週
担当授業科目（体育史、生涯スポーツ概論、スポー
ツ社会学、スポーツ科学、ゼミナール、アカデミック
スキルズ、ビジネスキャリ、教育実習、教職実践演
習）の教育、教授会、委員会等の管理運営への参
画、研究室における研究活動、オフィスアワーを設
定している。

千葉東金キャンパス：2日/週
東京紀尾井町キャンパス：3日/週
主に東京紀尾井町キャンパスで、担当授業科目
（経営情報基礎論、情報ネットワーク論、アルゴリ
ズム、モデル化とシミュレーション、自然科学概論、
科学史、ゼミナール、アカデミックスキルズ、アカデ
ミックプラクティス）の教育と教授会等への参画。
千葉東金キャンパスでは、担当授業科目（大学院
科目、情報科学関連）の教育、学長補佐として大学
運営会議への参画。両キャンパスの研究室におけ
る研究活動、オフィスアワーを設定している。

千葉東金キャンパス：4日／週
担当授業科目（経営学総論、国際経営論、国際
マーケティング論、International Marketing、ビジネ
スキャリア実践、アカデミックスキル、ビジネスキャ
リア、ゼミナール、大学院科目）の教育、教授会等
の管理運営への参画、研究室における研究活動、
オフィスアワーを設定している。

別記様式第２号・別添４

２以上の校地において教育研究を行う場合のそれぞれの校地ごとの教員の勤務状況

勤務状況

東京紀尾井町キャンパス：4日／週
担当授業科目（アカデミック・スキルズ、アカデミッ
ク・プラクティス、ゼミナール、財務諸表論、会社
法、会計学）の教育、学部長として教授会等の管理
運営への参画、研究室における研究活動、オフィス
アワーを設定している。

千葉東金キャンパス：4日／週
担当授業科目（初級簿記、中級簿記、財務会計
学、管理会計論、ゼミナール、大学院科目）の教
育、教授会、委員会等の管理運営への参画、研究
室における研究活動、オフィスアワーを設定してい
る。

- 2以上の校地での教員勤務状況－2 -



学部等名称 番号 氏名 年齢 所属する校地 勤務状況

経営情報学部
総合経営学科

8 阿部　信太郎
東京紀尾井町
キャンパス

経営情報学部
総合経営学科

9 石原　啓次
千葉東金キャ
ンパス

経営情報学部
総合経営学科

10 深山　元良
千葉東金キャ
ンパス

経営情報学部
総合経営学科

11 神余　崇子
千葉東金キャ
ンパス

経営情報学部
総合経営学科

12 孫根　志華
千葉東金キャ
ンパス

経営情報学部
総合経営学科

13 国武　陽子
千葉東金キャ
ンパス

経営情報学部
総合経営学科

14 楊　沢宇
千葉東金キャ
ンパス

経営情報学部
総合経営学科

15 高橋　光平
千葉東金キャ
ンパス

千葉東金キャンパス：4日／週
担当授業科目（国際経済学、ファイナンシャルプラ
ンニング論、金融論、ビジネスキャリア、アカデミッ
クスキル、ゼミナール、大学院科目）の教育、教授
会等の管理運営への参画、研究室における研究活
動、オフィスアワーを設定している。

千葉東金キャンパス：３日／週
東京紀尾井町キャンパス：１日／週
主に千葉東金キャンパスで授業科目（大学院科
目）、東京紀尾井町キャンパスで担当授業科目（ア
ジア経済、多国籍企業論）の教育、教授会等の管
理運営への参画、研究室における研究活動、オ
フィスアワーを設定している。

千葉東金キャンパス：4日／週
担当授業科目（生物からみた環境－生態学、地域
生態系保全論、地域振興論、アカデミックスキル、
ビジネスキャリア、ビジネスキャリア実践、ゼミナー
ル、大学院科目）の教育教授会等の管理運営への
参画、研究室における研究活動、入試・広報活動、
オフィスアワーを設定している。

千葉東金キャンパス：4日/週
担当授業科目（民法、商法、大学院科目）の教育、
委員会等の管理運営への参画、研究室における研
究活動、オフィスアワーを設定している。

千葉東金キャンパス：6日／週
担当授業科目（スポーツ科学、ソフトボール、ス
ポーツ医学、健康管理概論、運動生理学、アカデ
ミックスキルズ、ビジネスキャリア、ゼミナール）の
教育、委員会等の管理運営への参画、研究室にお
ける研究活動、オフィスアワーの設定、課外活動
（女子ソフトボール部）の指導を行っている。

千葉東金キャンパス：１日／週
東京紀尾井町キャンパス：3日／週
主に東京紀尾井町キャンパスで担当授業科目（ア
カデミック・スキルズ、アカデミック・プラクティス、ビ
ジネスキャリア、ゼミナール、マクロ経済学の基礎、
消費生活と行政）の教育、教授会等の管理運営へ
の参画、研究室における研究活動、オフィスアワー
を設定している。
千葉東金キャンパスでは担当授業科目（社会科教
育法、公民科教育法）の教育を行っている。

千葉東金キャンパス：5日／週
担当授業科目（体つくり運動、スポーツ社会学、健
康運動指導法、スポーツビジネス論、スポーツ科
学、ゼミナール、アカデミックスキルズ、ビジネス
キャリア)の教育、学科長として教授会、委員会等
の管理運営への参画、研究室における研究活動、
オフィスアワーを設定している。

千葉東金キャンパス：5日／週
担当授業科目（救急処置（実習を含む）、体力ト
レーニング実習、水泳、ゼミナール、アカデミックス
キルズ、ビジネスキャリア、ビジネスキャリア実践、
心と身体の科学、生涯スポーツ概論、スポーツ心
理学、大学院科目等）の教育、教授会、委員会等
の管理運営への参画、研究室における研究活動、
オフィスアワーを設定している。

- 2以上の校地での教員勤務状況－3 -



学部等名称 番号 氏名 年齢 所属する校地 勤務状況

経営情報学部
総合経営学科

16 目時　修
千葉東金キャ
ンパス

経営情報学部
総合経営学科

17 松田　世治
千葉東金キャ
ンパス

経営情報学部
総合経営学科

18 鈴木　広人
東京紀尾井町
キャンパス

経営情報学部
総合経営学科

19 柿木　亮
千葉東金キャ
ンパス

経営情報学部
総合経営学科

20 新谷　理
東京紀尾井町
キャンパス

経営情報学部
総合経営学科

21 齋藤　紀男
東京紀尾井町
キャンパス

千葉東金キャンパス：1日／週
東京紀尾井町キャンパス：5日／週
主に東京紀尾井町キャンパスで授業科目（アカデ
ミック・スキルズ、アカデミック・プラクティス、ビジネ
スキャリア、ビジネスキャリア実践、ゼミナール、デ
ジタルアプリ、経営情報基礎論、情報化戦略とマネ
ジメント、情報システム論、大学院科目）を教育、委
員会等の管理運営への参画、オフィスアワーを設
定している。
千葉東金キャンパスでは、研究室における研究活
動を行っている。

千葉東金キャンパス：4日／週
担当授業科目（アカデミック・スキルズ、ビジネス
キャリア、ゼミナール、教職論、教育方法論、教育
課程論、生徒指導の理論と方法、介護等体験、教
育実習、教職実践演習）の教育、委員会等の管理
運営への参画、研究室における研究活動、オフィス
アワーを設定している。

千葉東金キャンパス：3日／週
東京紀尾井町キャンパス：1日／週
主に千葉東金キャンパスで担当授業科目（経営戦
略論、経営組織論、マーケティング論、経営管理総
論、事業と継承、企業と社会、アカデミックスキル
ズ、ビジネスキャリア、ゼミナール）の教育を行って
いる。
東京紀尾井町キャンパスでは授業科目（大学院科
目）の教育、教員連絡会、委員会等の管理運営へ
の参画、研究室における研究活動、オフィスアワー
を設定している。

東京紀尾井町キャンパス：4日／週
担当授業科目（アカデミック・スキルズ、アカデミッ
ク・プラクティス、ビジネスキャリア、ゼミナール、国
際マーケティング論、マーケティングリサーチ、デジ
タルマーケティング、統計学、大学院科目）の教
育、教員連絡会等の管理運営への参画、オフィス
アワーの設定、入試委員としてオープンキャンパス
の調整を行っている。

千葉東金キャンパス：5日／週
担当授業科目（解剖生理学、保健体育科教育法、
バレーボール、スポーツ科学、ゼミナール、アカデ
ミックスキルズ、ビジネスキャリア）の教育、委員会
等の管理運営への参画、研究室における研究活
動、オフィスアワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：4日／週
担当授業科目（アカデミック・スキルズ、アカデミッ
ク・プラクティス、ビジネスキャリア、ビジネスキャリ
ア実践、ゼミナール、財務分析、現代ファイナンス
論、ファイナンスの基礎、ビジネスデータ分析
a(Excel)、プロジェクト研究、大学院科目）の教育、
学科長として教授会、執行部会議等への参画、オ
フィスアワーを設定している。

- 2以上の校地での教員勤務状況－4 -



学部等名称 番号 氏名 年齢 所属する校地 勤務状況

経営情報学部
総合経営学科

22 山﨑　督
東京紀尾井町
キャンパス

経営情報学部
総合経営学科

23 藤居　誠
東京紀尾井町
キャンパス

経営情報学部
総合経営学科

24 酒向　浩二
千葉東金キャ
ンパス

経営情報学部
総合経営学科

25 戸田　容平
東京紀尾井町
キャンパス

経営情報学部
総合経営学科

26 野津　創太
東京紀尾井町
キャンパス

経営情報学部
総合経営学科

27 鈴木　勝浩
東京紀尾井町
キャンパス

経営情報学部
総合経営学科

28 中村 智香
千葉東金キャ
ンパス

東京紀尾井町キャンパス：4日／週
担当授業科目（経営学総論、経営組織論、組織行
動論、人事労務管理論、アカデミック・スキルズ、ア
カデミック・プラクティス、ゼミナール）の教育、教員
連絡会・委員会等管理運営への参画、研究室にお
ける研究活動、オフィスアワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：5日／週
担当授業科目（アカデミック・スキルズ、アカデミッ
ク・プラクティス、ビジネスキャリア、ゼミナール、初
級簿記、中級簿記・原価計算論、税法、プロジェクト
研究）の教育、教員連絡会・委員会等の管理運営
への参画、研究室における研究活動、オフィス・ア
ワーの設定、資格試験の指導を行っている。

千葉東金キャンパス：4日／週
担当授業科目（食環境論、香りと環境、アロマテラ
ピー、ゼミナール、アカデミック・スキルズ、ビジネス
キャリア、ビジネスキャリア実践、医療概論、薬学
概論）の教育、委員会等の管理運営への参画、研
究室における研究活動、オフィスアワーを設定して
いる。

千葉東金キャンパス：2日／週
東京紀尾井町キャンパス：2日／週
主に東京紀尾井町キャンパスで、担当授業科目
（経営戦略論、マーケティング戦略論、社会と経
営、大学院科目）の教育、中小企業診断士登録養
成課程のコーディネーターとして、実習企業や協力
外部機関との調整を行っている。
千葉東金キャンパスでは、担当授業科目（大学院
科目）の教育、教員連絡会への参画、委員会等の
管理運営への参画、研究室における研究活動、オ
フィスアワーを設定している。

千葉東金キャンパス：1日／週
東京紀尾井町キャンパス：3日／週
主に東京紀尾井町キャンパスで担当授業科目
（マーケティング論、消費者行動論、流通論、ゼミ
ナール、アカデミック・スキルズ、アカデミック・プラク
ティス、ビジネスキャリア）の教育、委員会等の管理
運営への参画、研究室における研究活動、オフィス
アワーを設定している。
千葉東金キャンパスでは、授業担当科目（大学院
科目）の教育、オフィスアワーを設定している。

千葉東金キャンパス：3日／週
東京紀尾井町キャンパス：1日／週
主に千葉東金キャンパスで担当授業科目（経営学
総論、マーケティングリサーチ、ビジネスキャリア、
アカデミックスキルズ、大学院科目）の教育、委員
会等の管理運営への参画、研究室における研究活
動、オフィスアワーを設定している。
東京紀尾井町キャンパスでは、担当授業科目（大
学院科目）の教育、オフィスアワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：4日／週
担当授業科目（情報セキュリティ、プログラミング、
データ分析の基礎、アカデミック・スキルズ、アカデ
ミック・プラクティス、ゼミナール）の教育、教員連絡
会、FDへの参画、研究室における研究活動、オフィ
スアワーを設定している。
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学部等名称 番号 氏名 年齢 所属する校地 勤務状況

経営情報学部
総合経営学科

29 成瀬　健一郎
千葉東金キャ
ンパス

メディア学部
メディア情報学科

1 袁　福之
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

2 宮田　佳代子
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

3 小淵　究
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

4 中嶋　正夫
千葉東金キャ
ンパス

メディア学部
メディア情報学科

5 Jiro N. Plutschow
千葉東金キャ
ンパス

メディア学部
メディア情報学科

6 寺本　卓史
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

7 都丸　孝之
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

8 斉藤　好和
千葉東金キャ
ンパス

メディア学部
メディア情報学科

9 村松 伸
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

10 島野　義孝
千葉東金キャ
ンパス

東京紀尾井町キャンパス：４日／週
担当授業科目（プランニング、ブランディング）の教
育、教授会等への参画、オフィスアワーを設定して
いる。

千葉東金キャンパス：４日／週
担当授業科目（デザイン、デジタルデザイン）の教
育、委員会等の管理運営への参画、研究室におけ
る研究活動、オフィスアワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：４日／週
担当授業科目（都市遺産、資産開発学、都市設計）
の教育、学習相談、進路相談等の対応を行ってい
る。

千葉東金キャンパス：４日／週
担当授業科目（映像編集）の教育、委員会等の管
理運営への参画、研究室における研究活動、オ
フィスアワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：４日／週
担当授業科目（アナウンス、音声表現）の教育、教
授会、委員会等の管理運営への参画、研究室にお
ける研究活動、オフィスアワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：５日／週
担当授業科目（データサイエンス、情報学、ビジネ
スモデル）の教育、映像芸術コース学科長として教
授会、委員会等の管理運営への参画、研究室にお
ける研究活動、オフィスアワーを設定している。

千葉東金キャンパス：４日／週
担当授業科目（マルチメディアコンテンツ、モバイル
コンテンツ）の教育、ニューメディアコース学科長と
して教授会等の管理運営への参画、研究室におけ
る研究活動、オフィスアワーを設定している。

千葉東金キャンパス：４日／週
担当授業科目（サウンド表現、デジタルレコーディ
ング、サウンドデザイン）の教育、教授会、委員会
等の管理運営への参画、研究室における研究活
動、オフィスアワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：４日／週
担当授業科目（社会情報学）の教育、教授会、委員
会等の管理運営への参画、研究室における研究活
動、オフィスアワーを設定している。

千葉東金キャンパス：5日／週
担当授業科目（経営情報基礎論、情報システム
論、情報セキュリティ、デジタルアプリ、ゼミナール、
ビジネスキャリア、アカデミックスキルズ）の教育、
委員会等の管理運営への参画、研究室における研
究活動、オフィスアワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：４日／週
千葉東金キャンパス：１日／週
主に東京紀尾井町キャンパスで担当授業科目
（データサイエンス、情報学、ビジネスモデル）の教
育、学長補佐として教授会等の管理運営への参
画、研究室における研究活動、オフィスアワーを設
定している。
千葉東金キャンパスでは、担当授業科目（大学院
科目）の教育、大学運営会議への参画、研究室に
おける研究活動を行っている。

- 2以上の校地での教員勤務状況－6 -



学部等名称 番号 氏名 年齢 所属する校地 勤務状況

メディア学部
メディア情報学科

11 竹藤　佳世
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

12 川口　真恵
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

13 中尾　玲一
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

14 望月　純吉
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

15 戸田　傑
千葉東金キャ
ンパス

メディア学部
メディア情報学科

16 及川　善弘
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

17 北川　篤也
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

18 滝口　幸子
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

19 星野　卓也
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

20 佐藤　克則
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

21 甕　佳代子
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

22 Romain Duchesnes
東京紀尾井町
キャンパス

東京紀尾井町キャンパス：５日／週
担当授業科目（映画演出）の教育、高大接続改革、
研究室における研究活動、オフィスアワーを設定し
ている。

東京紀尾井町キャンパス：４日／週
担当授業科目（民族音楽学）の教育、委員会等の
管理運営への参画、研究室における研究活動、オ
フィスアワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：４日／週
担当授業科目（芸能マネイジメント）の教育、委員
会等の管理運営への参画、研究室における研究活
動、オフィスアワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：５日／週
担当授業科目（映像制作）の教育、委員会等の管
理運営への参画、研究室における研究活動、オ
フィスアワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：４日／週
担当授業科目（語学）の教育、委員会等の管理運
営への参画、研究室における研究活動、オフィスア
ワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：４日／週
担当授業科目（メディア概論、舞台空間概論、舞台
運営、メディア基礎演習、制作演習、プロジェクト研
究）の教育、委員会等の管理運営への参画、研究
室における研究活動、オフィスアワーを設定してい
る。

東京紀尾井町キャンパス：４日／週
担当授業科目（美術解剖学）の教育、委員会等の
管理運営への参画、研究室における研究活動、オ
フィスアワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：５日／週
担当授業科目（出版ビジネス）の教育、委員会等の
管理運営への参画、研究室における研究活動、オ
フィスアワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：４日／週
担当授業科目（舞台演出）の教育、芸能活動支援、
研究室における研究活動、オフィスアワーを設定し
ている。

千葉東金キャンパス：５日／週
担当授業科目（デザイン）の教育、委員会等の管理
運営への参画、研究室における研究活動、オフィス
アワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：４日／週
担当授業科目（映画演出）の教育、委員会等の管
理運営への参画、研究室における研究活動、オ
フィスアワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：４日／週
担当授業科目（映像演出・プロデュース）の教育、
委員会等の管理運営への参画、研究室における研
究活動、オフィスアワーを設定している。
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学部等名称 番号 氏名 年齢 所属する校地 勤務状況

メディア学部
メディア情報学科

23 小波津　美香
千葉東金キャ
ンパス

メディア学部
メディア情報学科

24 中村　陽介
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

25 内之倉　勝哉
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

26 大絵　晃世
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

27 宇田　夏苗
東京紀尾井町
キャンパス

メディア学部
メディア情報学科

28 劉　茜懿
千葉東金キャ
ンパス

千葉東金キャンパス：４日／週
担当授業科目（デザイン、デジタルデザイン）の教
育、研究室における研究活動、オフィスアワーを設
定している。

千葉東金キャンパス：５日／週
担当授業科目（Webデザイン、デジタルデザイン）
の教育、委員会等の管理運営への参画、研究室に
おける研究活動、オフィスアワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：４日／週
担当授業科目（３次元コンピューターグラフィック
ス）の教育、研究室における研究活動、オフィスア
ワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：３日／週
千葉東金キャンパス：１日／週
主に東京紀尾井町キャンパスで担当授業科目（舞
台歌昌法）の教育、委員会等の管理運営への参
画、研究室における研究活動、オフィスアワーを設
定している。
千葉東金キャンパスでは担当授業科目（音楽倫
理・音楽作品研究）の教育のみを行っている。

東京紀尾井町キャンパス：４日／週
担当授業科目（美術・メディアアート）の教育、委員
会等の管理運営への参画、研究室における研究活
動、オフィスアワーを設定している。

東京紀尾井町キャンパス：４日／週
担当授業科目（ミュージカル・演劇）の教育、委員会
等の管理運営への参画、研究室における研究活
動、オフィスアワーを設定している。
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校地校舎図面
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城西国際大学 キャンパス一覧 

１．東京紀尾井町キャンパス 

所在地： 東京都千代田区紀尾井町3番26号 他 

校地面積 5,496 ㎡ 

校舎面積 19,249 ㎡ 

２．千葉東金キャンパス 

所在地： 千葉県東金市求名1番地 

校地面積 202,828 ㎡ 

校舎面積 72,518 ㎡ 
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東京紀尾井町キャンパス 

経営情報学部専用 

メディア学部専用

  色分けをしていない施設は供用部分 
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千葉東金キャンパス 

経営情報学部専用 

メディア学部専用

  色分けをしていない施設は供用部分 

（国際人文学部、福祉総合学部、薬学部、観光学部、看護学部、大学院等） 

  K棟・L棟・M棟は、薬学部専用（一部、研究室を除く） 
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城西国際大学学則 

 

決定日：令和3年12月22日制定 

決定機関：学校法人城西大学理事会 

（令和3年度（国）学則第1号） 

 

第１章 目的、自己点検・評価及びファカルティ・ディベロップメント 

第１条 城西国際大学（以下「本学」という。）は、建学の精神「学問による人間形成」及び教

育理念「国際社会で生きる人間としての人格形成」に基づき、教育基本法並びに学校教育法の

定めるところに従い、広い分野の知識と深い専門の学術を教授研究し、知的、道徳的能力の涵

養をはかり、もって国家社会に貢献し得る人材を養成するとともに、人類文化の発展に寄与す

ることを目的とする。 

第１条の２ 本学では、教育研究水準の向上を図り、前項の目的の達成に向けて自ら点検・評価

を行い、改善に向けた取り組みを展開し、結果を公表するものとする。 

２ 前項の点検・評価及び公表を実施するために必要な事項は、別に定める。 

第１条の３ 本学では、教育の資質向上及び教育方法の改善を図るため、組織的な研修及び研究

を行うものとする。 

２ ファカルティ・ディベロップメント活動を実施するために必要な事項は、別に定める。 

 

第２章 学部・学科及び教育研究上の目的 

第２条 本学に経営情報学部・国際人文学部・福祉総合学部・薬学部・メディア学部・観光学部

及び看護学部を置く。 

２ 前項の学部に次の学科を置く。 

経営情報学部 総 合 経 営 学 科 

国際人文学部 国 際 文 化 学 科 

 国 際 交 流 学 科 

福祉総合学部 福 祉 総 合 学 科 

 理 学 療 法 学 科 

薬 学 部 医 療 薬 学 科 

メディア学部 メディア情報学科 

観 光 学 部 観 光 学 科 

看 護 学 部 看 護 学 科 

３ 前項の学部・学科の教育研究上の目的は次の通りとする。 

⑴ 経営情報学部は、グローバル化や情報通信技術の発展に即応する能力を有し、かつ企業や

行政等の組織、あるいは国際社会・地域社会が抱える諸課題の解決に主体的に向き合い、他

者と協働しながら判断・行動できる「国際的に有為なマネジメント力のある人材」を育成す

る。 

⑵ 国際人文学部は、語学力と国際的な教養、社会人に必要な知識とスキルを十分に身につ

け、国際社会で活躍できる人材を育成する。 

①国際文化学科は、国際的な視野をもって語学力と異文化理解に優れ、柔軟な発想と行動力

を備えた人材を育成する。 
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②国際交流学科は、実践的な語学力と国際交流のための知識とコミュニケーション能力を身

につけた人材を育成する。 

⑶ 福祉総合学部は、国際的・地域的視点から福祉・医療の問題に関心を持ち、自己の専門性

の向上に向けて探求できる人材を育成する。 

①福祉総合学科は、持続可能な福祉社会の実現を目指して、社会環境の変化に対応し、様々

な問題の解決に貢献できる福祉人材を育成する。 

②理学療法学科は、国際的視野を持ちながら、科学的知見に基づく新しい時代の理学療法学

を目指し、専門職の学問的内容に見識を有する人材を育成する。 

⑷ 薬学部は、超高齢化と国際化が進む日本社会において、質が高く安心・安全な医療サービ

スを提供し、健康的で豊かな生活を支援できる薬剤師を育成する。 

⑸ メディア学部は、クリエイティブ系実践教育とエンタテインメント・ビジネス研究によ

り、クリエイティブ産業が必要とする創造的な人材を育成する。 

⑹ 観光学部は、社会が求める実践力と新たな価値を創造し実行するデザイン力を備え、これ

からの観光ビジネスや地域社会に貢献できる人材を育成する。 

⑺ 看護学部は、学際的知見に裏付けられた新しい時代の看護を目指し、人の尊厳を守り、人

間性豊かで、異文化理解や薬学、福祉に明るい、探究心と倫理性を兼ね備えた看護職者を育

成する。 

 

第３章 修業年限及び収容定員 

第３条 本学の修業年限は次のとおりとする。 

⑴ 経営情報学部、国際人文学部、福祉総合学部、メディア学部、観光学部及び看護学部の修

業年限は4年とし、在学年数は8年を超えることができない。 

⑵ 薬学部の修業年限は6年とし、在学年数は12年を超えることができない。 

⑶ 大学入学前に本学のカリキュラムに則して一定の単位を修得したものが本学に入学する場

合、当該単位の修得により本学の教育課程の一部を履修したと認められるときは、文部科学

大臣の定めるところにより、修得単位数その他の事項を勘案して本学が定める期間を本学の

修業年限に通算することができる。ただし、その期間は、本学の修業年限の二分の一を超え

てはならない。 

第４条 本学各学部の収容定員は次のとおりとする。 

学部 学科 入学定員 
編入学定員 

(第３年次) 
収容定員 

経営情報学部 総 合 経 営 学 科 410名 30名 1,700名 

国際人文学部 国 際 文 化 学 科 

国 際 交 流 学 科 

80名 

120名 

－ 

10名 

320名 

500名 

福祉総合学部 福 祉 総 合 学 科 

理 学 療 法 学 科 

140名 

80名 

5名 

－ 

570名 

320名 

薬 学 部 医 療 薬 学 科 110名 － 660名 

メディア学部 メディア情報学科 370名 30名 1,540名 

観 光 学 部 観 光 学 科 100名 － 400名 

看 護 学 部 看 護 学 科 100名 － 400名 
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第４章 職員組織 

第５条 本学に次の職員を置く。 

学  長 

副 学 長 

教  授 

准 教 授 

講  師 

助  教 

助  手 

事務局長 

事務職員 

技術職員 

２ 前項の外に必要に応じて他の職員を置くことができる。 

３ 職員に関する規程は別に定める。 

 

第５章 教授会 

第６条 各学部に教授会を置く。 

２ 削除 

３ 削除 

４ 削除 

５ 教授会の運営に関する事項は、各学部により別に定める。 

第７条 教授会は、学長が次に掲げる教育研究に関する重要な事項について決定を行うに当た

り、意見を述べるものとする。 

⑴ 学生の入学及び卒業 

⑵ 教育課程及び授業 

⑶ 学生の試験 

⑷ 学位の授与 

⑸ 学生の補導及び賞罰 

⑹ 教員の業績の審査 

⑺ その他、⑴ から ⑺ に準ずるもの 

第７条の２ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長等（以下この条において

「学長等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求め

に応じ、意見を述べることができる。 

 

第６章 学年・学期及び休業日 

第８条 学年は、春期生は4月1日から翌年3月31日とし、秋期生は9月1日から翌年8月31日とす

る。 

第９条 学年は、春学期・秋学期の2学期とする。 

２ 前項に定める各学期を二分し、学期とすることができる。 
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３ 年間の授業日数は、原則として定期試験等の日数を含む35週とする。 

第10条 休業日は、次のとおりとする。 

⑴ 日曜日 

⑵ 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

⑶ 創立記念日 4月28日 

⑷ 夏期休業 

⑸ 冬期休業 

⑹ 春期休業 

２ 学長は必要により前項第2号から第5号までの休業日を変更し、あるいは臨時に休業し、又は

休業日に講義・実験・実習・演習等を課すことができる。 

 

第７章 授業科目及び単位 

第11条 授業科目は、全学部共通基盤科目群・キャリア形成科目群・専門基礎科目群・専門科目

群及び教職に関する専門教育科目とする。 

第12条 前条の科目は、必修・選択及び自由科目の3種とし、講義・演習・実験・実習及び実技

により行う。 

第13条 各授業科目の単位数は、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構

成することとし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を

考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。 

⑴ 講義及び演習については、15時間又は30時間の授業をもって1単位とする。 

⑵ 実験、実習及び実技については、30時間又は45時間の授業をもって1単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業製作等の授業科目については、これら

の学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要な学

修等を考慮して、教授会の儀を経て単位数を定めることができる。 

第14条 各学部において開設する授業科目及び単位数は、別表（2）のとおりとする。 

 

第８章 履修及び成績評価 

第15条 削除 

第16条 削除 

第17条 削除 

第18条 削除 

第19条 削除 

第20条 全学部共通基盤科目群・キャリア形成科目群・専門基礎科目群及び専門科目群の中よ

り、各学部・学科所定の授業科目及び所定の単位以上を履修しなければならない。 

２ 他の学部又は他の学科の授業科目は、許可を得て履修することができる。 

３ メディアを利用して行う授業は、予め指定した日時に情報通信機器等を使用して双方向の通

信手段によって行う。 

実施する授業については、教育効果等を踏まえて、各学部教授会の審議後、各学部事務室が

学生へ周知する。 

なお、メディアを利用して実施する授業科目については、卒業要件単位に含むことができる
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上限を60単位とする。 

第21条 履修する授業科目は、毎学期所定の期間に登録しなければならない。 

第22条 単位の授与は、試験によって行う。ただし、授業科目の種類によっては、あらかじめ明

示した達成目標と評価方法に基づき、求められる学修の成果を評価して単位を与えることがで

きる。 

第23条 試験は、授業科目ごとにあらかじめ明示した時期と方法により行う。 

第24条 いずれの授業科目も、授業時数の三分の一以上欠席した場合には、不合格となる。ただ

し、公欠等の正当な理由による欠席の場合には、特に考慮されることがある。 

２ 公欠については、別に定める。 

第25条 各授業科目の成績評価は、学修成果の達成度に応じて以下の評価区分で行う。 

       （合格） 

     Ｓ：100～90点   特に優れた成果を修めた 

     Ａ：189～80点   優れた成果を修めた 

     Ｂ：179～70点   期待される成果を修めた 

     Ｃ：169～60点   必要とされる最低限の成果を修めた 

      （不合格） 

     Ｆ：159点以下   必要とされる成果を修めることができなかった 

第26条 教育課程を通じた学習達成度を客観的に評価するため、GP(GradePoint)による評価

（GPA(Grade Point Average)制度(以下「GPA制度」という。)）を実施する。 

２ GPA制度については別に定める。 

 

第９章 卒業及び学位 

第27条 卒業に必要な単位数は、経営情報学部は124単位以上、国際人文学部は126単位以上、福

祉総合学部は124単位以上、薬学部は190単位以上、メディア学部は126単位以上、観光学部は

124単位以上、看護学部は126単位以上とする。ただし、自由科目の単位は、卒業に必要な単位

数には算入しない。 

２ 第3条に定める修業年限を在学し、学部・学科の教育課程に従って所定の単位を修得し、か

つ、学位授与方針を満たし卒業した者には、学士の学位を授与する。 

３ 学位を授与された者には、学位記を授与する。 

４ 学位に関し必要な事項は、城西国際大学学位規程（平成23年度（国）第90号）の定めるとこ

ろによる。 

第28条 削除 

２ 削除 

 

第10章 入学・学士入学・編入学・転入学・留学・休学及び退学 

第29条 入学の時期は、春学期又は秋学期の始めとする。 

第30条 学部に入学することのできる者は、次の各号の一に該当し、かつ本学が行う選抜試験に

合格した者とする。 

⑴ 高等学校を卒業した者又は中等教育学校を卒業した者 

⑵ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者 
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⑶ 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文 

部科学大臣の指定した者 

⑷ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者 

⑸ 専修学校の高等課程(修業年限が3年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る)で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修

了した者 

⑹ 文部科学大臣の指定した者 

⑺ 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧 

規程による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

⑻ 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学 

力があると認めた者で、相当の年齢に達した者 

第31条 入学を志願する者は、本学所定の手続によって願い出るものとする。 

第32条 入学を許可された者は、誓約書を添え、所定の期日までに入学手続を完了しなければな

らない。 

第33条 本学に学士入学、他の大学から本学に編・転入学、又は学内において転部もしくは転科

を希望する者は、その学部に欠員のある場合選考によって許可することがある。ただし、その

時期は、春学期又は秋学期の始めとする。 

２ 他の大学へ転学を希望する者は、所属学部長に転学願を提出し、学長の許可を得なければな

らない。 

第34条 学士入学、編入学又は転入学を許可された者の本学入学のための諸手続は、第32条の規

定に準じて行い、かつ前大学において履修した単位の修得証明書を提出しなければならない。 

第35条 学士入学、編・転入学、又は転部した者は、その学部に2年以上在学しなければ卒業す

ることはできない。 

２ 前項の規定にかかわらず、薬学部医療薬学科の学士入学、編・転入学、又は転部した者は、

その学科に3年以上在学しなければ卒業することができない。 

３ 学士入学、編・転入学、又は転部に関して、本章各条に規定しない事項については、別に定

める細則による。 

第36条 教育上有益と認められるときは、本学が協定、又は認定した外国の大学の授業科目を履

修することを許可することができる。 

２ 前項の規定により修得した単位は、30単位を超えない範囲で本学において修得したものとみ

なすことができる。 

３ 前２項の規定の実施に関し必要な事項は別に定める。 

第36条の２ 教育上有益と認められるときは、学生が本学に入学する前に、他の大学又は短期大

学及び短期大学・高等専門学校の専攻科において履修した授業科目について修得した単位を、

本学に入学した後における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 教育上有益と認められるときは、前項の規定以外に文部科学大臣の定める学修を行った場

合、その成果を本学における授業科目の履修とみなすことができる。 

３ 前２項の規定により履修した授業科目について修得した単位は、30単位を超えない範囲で本

学において修得したものとみなすことができる。ただし、編入学、転学等の場合については、
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適用しないものとする。 

第37条 病気その他止むを得ない事由により休学を要する者は、その事由を証明する書類及び保

証人連署の休学願を提出のうえ、学長の許可を得て休学することができる。なお、休学期間は

１年以内とする。 

２ 休学期間の延長を要する者は、前項の手続により、学長の許可を得るものとする。 

３ 外国人留学生で、兵役のための休学を要する者は、学長の許可を得て、その期間を休学する

ことができる。 

４ 休学期間の通算年限は4年とする。 

５ 前項の規定にかかわらず、薬学部医療薬学科の休学期間の通算年限は6年とする。 

第38条 休学者は、原則として春学期又は秋学期の始めでなければ、復学することができない。 

第39条 休学期間は、在学年数に算入しない。 

第40条 病気その他止むを得ない事由により退学を要する者は、その事由を証明する書類及び保

証人連署の退学願を提出のうえ、学長の許可を得なければならない。 

第41条 正当な事由で退学した者が当該学部に再入学を志望したときは、選考のうえ許可するこ

とがある。この場合は、既修授業科目の全部又は一部について、再履修を命ずることがある。 

第41条の２ 休学、退学、除籍、再入学、復籍等、学籍に係る取扱いについては別に定める。 

 

第11章 入学検定料・入学金及び授業料等 

第42条 入学を志望する者は、第31条に定める手続とともに別表⑴の入学検定料を納めなければ

ならない。 

第43条 入学を許可された者は、第32条に定める手続とともに、別表⑴の入学金及び授業料等を

納めなければならない。 

第44条 授業料及び実習費は、春学期は4月、秋学期は10月に、別表⑴の年額の２分の１に相当

する額を納めなければならない。ただし、学生からの申出があったときは、年額をもって一括

で納めることができる。 

２ 施設設備費は、初年度にあっては、春学期入学者は10月、秋学期入学者は4月に別表⑴の年

額を納め、また、次年度以降にあっては、春学期は4月、秋学期は10月に、別表⑴の年額の２

分の１に相当する額を納めなければならない。ただし、次年度以降において、学生からの申出

があったときは、年額をもって一括で納めることができる。 

第45条 一度納めた学費は、原則として返還しない。 

第46条 停学を命じられた者は、停学期間中の授業料、施設設備費及び実習費を納めなければな

らない。 

２ 削除 

第46条の２ 休学を許可された者は、当該期間中の授業料、施設設備費及び実習費の納付を不要

とし、別表⑴に定める休学在籍料を指定された期日までに納めなければならない。 

２ 外国人留学生で、兵役のための休学を許可された者は、当該期間中の授業料、施設設備費及

び実習費の納付を不要とし、別表⑴に定める兵役在籍料を納めなければならない。 

第47条 次の各号の一に該当する者は、除籍する。 

⑴ 別表⑴に定める学納金の納付を怠り、督促を受けても納付しない者 

⑵ 本学則第3条第1号及び同第2号に定める在学年限を超えた者 
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⑶ 本学則第37条により許可された休学期間を超えた者 

⑷ 休学期間を満了しても手続をしない者 

⑸ 死亡の届け出のあった者 

 

第12章 委託生・外国人留学生・帰国生徒及び社会人学生 

第48条 国又は公共団体から、一定の在学期間と履修科目とを定めて入学を委託された者は、選

考のうえ委託生として入学を許可することがある。第49条 委託生の入学資格は、第30条の規

定を準用する。 

第50条 委託生として4年以上在学して、学部学科の教育課程に従って授業科目を履修し、所定

の単位を修得した者には卒業証書を授与する。 

第51条 委託生の授業料その他納付金は別表⑴による。 

第52条 外国人学生の入学及び転入学については、日本人学生に関する規定を準用する。ただ

し、講義を理解し得る程度の日本語の能力を必要とする。 

第53条 委託生・外国人留学生・帰国生徒及び社会人学生に関して、本章各条に規定しない事項

については、学部学生に関する規定を準用するほか、別に定める細則による。 

 

第13章 科目等履修生 

第54条 学部の授業科目のうちの1科目、又は数科目の履修を希望する者に対しては、科目等履

修生として入学を許可することがある。 

第55条 科目等履修生として入学できる者は、履修するに足る能力があると認められた者とす

る。 

第56条 科目等履修生として入学を志願する者は、所定の出願書類に履修しようとする授業科目

を記載して、春学期又は秋学期の始めに願い出るものとする。 

第57条 科目等履修生は、履修した授業科目について試験を受けることができる。 

２ 前項の試験に合格した者には、その授業科目所定の単位を与える。 

３ 科目等履修生として在籍した期間は、正規の課程の在学年数に換算しない。 

第58条 科目等履修生の授業料その他納付金は、別表⑴による。 

第59条 科目等履修生に関して本章各条に規定しない事項については、学部学生に関する規定 

を準用するほか、別に定める細則による。 

 

第14章 研究生 

第60条 各学部において、特殊な研究に従事しようとする者に対しては、研究生として入学を許

可することがある。 

第61条 研究生として入学することのできる者は、その学部において、選考のうえ適当と認めら

れる者とする。 

第62条 研究生として入学を志願する者は、所定の出願書類に、研究題目・研究計画を記載して

願い出るものとする。 

第63条 研究生の在学年限は1年とする。ただし、事情によっては、期間の延長を願い出ること

ができる。 

第64条 研究生は、指導教員の指導に従って、研究に従事するものとする。 
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２ 研究生は、指導教員及び担任教員の承諾を得て、学部の講義・実験及び演習に出席すること

ができる。 

３ 研究生として相当の成績を示したと認められる者には、研究証明書を与える。 

第65条  研究生の授業料その他納付金は、別表⑴による。 

第66条  研究生に関して本章各条に規定しない事項については、学部学生に関する規定を準用

するほか、別に定める細則による。 

 

第15章 賞罰 

第67条 次の各号の一に該当する学生は、教授会の審議を経て学長が表彰することがある。 

⑴ 品行・学力ともに優秀な者 

⑵ 篤行のあった者 

第68条 学則その他、本学の定める諸規則を守らず、学生の本分に反する行為のあった者は、教

授会の審議を経て学長が懲戒する。 

２ 懲戒は、戒告・停学及び退学とする。 

３ 懲戒手続きに関する規定は、別に定める。 

第68条の２ 前条に定める懲戒に付さない場合にあっても、教授会において、本学の秩序を維持

し、学生の本分を保持させるために必要と認められるときは、学部長は厳重注意又は注意を与

えることができる。 

第69条 本学則第68条第2項に定める退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 

⑴ 性行不良で、改善の見込みがないと認められた者 

⑵ 学業を怠り、成業の見込みがないと認められた者 

⑶ 正当な理由がなく、出席常でない者 

⑷ 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

 

第16章 教育職員免許状取得のための課程（中学校・高等学校教諭） 

第70条 本学に教育職員免許状取得のための課程（以下「教職課程」という。）を置く。 

２ 本学において資格の取得できる教育職員免許状の種類及び免許教科は、別表（3の1）のとお

りとする。 

３ 教員の資格を得ようとする者は、別に定める、教科に関する専門教育科目、教職に関する専

門教育科目、養護に関する専門教育科目、教育職員免許法及び教育職員免許法施行規則に定め

られている科目を必要に応じ履修しなければならない。 

４ 中学校教諭、高等学校教諭及び養護教諭に係わる教職に関する専門教育科目及び単位数は、

学科共通科目として別表(3の2)のとおりとする。 

５ 削除 

６ 教職課程の運営及び履修方法については、別に定める。 

 

第17章 学芸員の資格取得に関する課程 

第71条 本学に学芸員の資格取得に関する課程（以下「学芸員課程」という。）を置く。 

２ 学芸員課程履修細則及び学芸員課程の運営に関する細則は、別に定める。 
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第18章 保育士及び幼稚園教育職員免許状の資格取得に関する課程 

第72条 指定保育士養成施設及び幼稚園教諭教職課程として、福祉総合学部福祉総合学科子ども

福祉コースを置き、入学定員を50名とする。 

２ 指定保育士養成施設に関する細則は、別に定める。 

３ 幼稚園教育職員免許状に関する細則は、別に定める。 

 

第19章 介護福祉士の資格取得に関する課程 

第73条 介護福祉士養成施設として、福祉総合学部福祉総合学科介護福祉コースを置き、入学定

員を40名とする。 

２ 介護福祉士養成施設に関する細則は、別に定める。 

 

第20章 留学生別科 

第74条 本学に留学生別科を置く。 

２ 前項に次の課程を設け、収容定員は次のとおりとする。 

日本文化専修課程 20名 

日本語専修課程  60名 

３ 留学生別科に関する細則は、別に定める。 

 

第21章 図書館 

第75条 本学に図書館を置く。 

２ 図書館の管理運営、その他必要な事項は別に定める。 

 

第22章 公開講座 

第76条 本学に公開講座を開設することがある。 

２ 公開講座に関する規程は別に定める。 

 

第23章 雑則 

第77条 この学則に特別の定めがあるものを除くほか、この学則の実施の手続その他、その執行

について必要な細則は別に定める。 

 

第24章 改正 

第78条 この学則の改正は、理事会の議を経て理事長が行う。 

 

附 則  

本学則は、平成4年4月1日から施行する。 

附 則  

この改正は、平成5年4月1日から施行する。 

附 則  

この改正は、平成6年4月1日から施行する。 

附 則  
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この改正は、平成7年4月1日から施行する。 

附 則  

この改正は、平成8年4月1日から施行する。 

附 則  

この改正は、平成9年4月1日から施行する。 

附 則  

この改正は、平成10年4月1日から施行する。 

附 則  

この改正は、平成11年4月1日から施行する。 

附 則  

この改正は、平成11年9月1日から施行する 

附 則  

この改正は、平成12年4月1日から施行する。 

附 則  

この改正は、平成13年4月1日から施行する。 

附 則  

この改正は、平成14年4月1日から施行する。 

附 則  

この改正は、平成15年4月1日から施行する。 

附 則  

この改正は、平成16年4月1日から施行する。 

附 則  

この改正は、平成17年4月1日から施行する。 

附 則  

この改正は、平成18年4月1日から施行する。 

附 則  

この改正は、平成18年6月1日から施行する。 

附 則  

１ この改正は、平成19年4月1日から施行する。（改正条文 第５条、第６条、第７条） 

２ ただし、平成19年3月31日以前に任用された専任講師については、経過措置として現行どお

りとすることができる。 

附 則 

この改正は、平成20年4月1日から施行する。 

附 則  

この改正は、平成20年6月1日から施行する。 

附 則  

この改正は、平成21年4月1日から施行する。 

附 則  

この改正は、平成22年4月1日から施行する。 

附 則  
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この改正は、平成23年4月1日から施行する。 

附 則  

この改正は、平成23年5月1日から施行する。 

附 則 （平成23年度（国）学則第4号） 

この改正は、平成24年4月1日から施行する。 

附 則 （平成24年度（国）学則第1号） 

この改正は、平成24年10月1日から施行する。 

附 則 （平成24年度（国）学則第3号） 

この改正は、平成25年4月1日から施行する。 

附 則 （平成25年度（国）学則第3号） 

この改正は、平成26年4月1日から施行する。 

附 則 （平成26年度（国）学則第1号） 

この改正は、平成26年9月1日から施行する。 

附 則 （平成26年度（国）学則第3号） 

この改正は、平成27年4月1日から施行する。 

附 則 （平成27年度（国）学則第1号） 

この改正は、平成27年9月1日から施行する。 

附 則 （平成27年度（国）学則第4号） 

この改正は、平成28年4月1日から施行する。 

附 則 （平成28年度（国）学則第2号） 

この改正は、平成28年9月1日から施行する。 

附 則 （平成28年度（国）学則第5号） 

この改正は、平成29年4月1日から施行する。 

附 則 （平成28年度（国）学則第7号） 

この改正は、平成29年4月1日から施行する。ただし、改正条文第46条の２第１項は、平成21年

度入学生より適用する。 

附 則 （平成29年度（国）学則第2号） 

この改正は、平成30年4月1日から施行する。 

附 則 （平成30年度（国）学則第2号） 

この改正は、平成31年4月1日から施行する。 

附 則 （令和元年度（国）学則第2号） 

この改正は、令和2年4月1日から施行する。 

附 則 （令和2年度（国）学則第1号） 

この改正は、令和3年4月1日から施行する。 

附 則 （令和3年度（国）学則第1号） 

この改正は、令和4年4月1日から施行する。 

附 則 （令和4年度（国）学則第●号） 

この改正は、令和5年4月1日から施行する。 
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別表⑴           入学検定料・入学金及び授業料等 
学生種別 

学 納 金 

学部学生 

(委託性を含む) 
研究生 

科目等履修生 

本学卒業生 本学卒業生以外 

 円 円 円 円 

入学検定料 
入学金 
経営情報学部 

国際人文学部 
福祉総合学部 
薬学部 

メディア学部 
観光学部 
看護学部 

授業料 
経営情報学部 
国際人文学部 

福祉総合学部 
 福祉総合学科 
 理学療法学科 

薬学部 
メディア学部 
(映像芸術コース以外) 

(映像芸術コース) 
観光学部 
看護学部 

科目等履修生在籍料 
施設設備費 
経営情報学部 

 
 
国際人文学部 

 
 
福祉総合学部 

 福祉総合学科 
 
 

 理学療法学科 
 
 

薬学部 
 
 

 
 
メディア学部 

(映像芸術コース以外) 
 
 

(映像芸術コース) 
 
 

観光学部 
 
 

看護学部 
実習費 
福祉総合学部 

 理学療法学科 
看護学部 

35,000 
 

270,000 

270,000 
270,000 
400,000 

270,000 
270,000 
270,000 

 
800,000 
800,000 

 
800,000 
900,000 

1,430,000 
 

800,000 

900,000 
800,000 

1,000,000 

 
 

初年度 240,000 

次年度以降 
300,000 

初年度 240,000 

次年度以降    
300,000 

 

初年度 240,000 
次年度以降    

300,000 

初年度 250,000 
次年度以降    

450,000 

初年度 186,000 
次年度以降(前期) 

333,000 

次年度以降(後期) 
333,000 

 

初年度 240,000 
次年度以降 

300,000 

初年度 390,000 
次年度以降    

450,000 

初年度 240,000 
次年度以降    

300,000 

毎年度 350,000 
 

 

毎年度  230,000 
毎年度  230,000 

15,000 
 

100,000 

100,000 
100,000 
300,000 

100,000 
100,000 
100,000 

 
270,000 
270,000 

 
270,000 
450,000 

715,000 
 

270,000 

270,000 
270,000 
500,000 

 
 

120,000 

 
 

120,000 

 
 
 

120,000 
 
 

350,000 
 
 

250,000 
 
 

 
 
 

120,000 
 
 

120,000 
 
 

120,000 
 
 

300,000 
 
 

200,000 
200,000 

5,000 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
1単位に付 

10,000 

(各学部共) 
 
 

 
 
 

 
 
 

30,000 

25,000 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
1単位に付 

10,000 

(各学部共) 
 
 

 
 
 

 
 
 

30,000 
 

(注)1.日本国外から志望する外国人留学生については、入学検定料を減額することができる。 

2.入学試験区分ごとに併願を志望する者には、入学検定料を減額することがある。 
3.社会人入学試験にて入学した学生については、授業料・施設設備費を減額することがある。 
4.委託生の入学金及び授業料は、予定在学期間及び履修授業科目数等により減額することがある。 

5.研究生のうち本学卒業生については、入学金を免除し、授業料も減額することがある。 
6.研究生には、研究内容等により必要経費を別途負担させることがある。 
7.休学在籍料は、以下のとおりとする。 

半期休学  60,000円 
１年休学 120,000円 

8.外国人留学生が兵役のための休学に際し納付する兵役在籍料は、年額10,000円とする。 
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別表⑵ 

授業科目及び単位数 

１．経営情報学部 総合経営学科 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

全学部共通基盤科目群 

アカデミック･スキルズ 

SDGs×大学生 

Fundamentals of English I 

Fundamentals of English II 

Oral Fluency I 

Oral Fluency II 

TOEIC Preparation A 

TOEIC Preparation B 

TOEIC Preparation C 

TOEIC Preparation D 

English for Specific Purposes A 

English for Specific Purposes B 

English for Advanced Studies A 

English for Advanced Studies B 

中国語I 

中国語II 

韓国語I 

韓国語II 

スペイン語I 

スペイン語II 

ドイツ語I 

ドイツ語II 

フランス語I 

フランス語II 

ハンガリー語I 

ハンガリー語II 

ポーランド語I 

ポーランド語II 

チェコ語I 

チェコ語II 

日本語I 

日本語II 

統合日本語I 

統合日本語II 

日本語アカデミック･ライティング 

日本語アカデミック･スピーキング 

社会と文化の日本語A 

社会と文化の日本語B 

データ分析の基礎(解析) 

データ分析の基礎(線形代数) 

自然科学概論 

生命現象の理解とその応用－生命科学 

環境科学 

食環境論 

香りと環境 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

情報セキュリティA 

情報社会と情報倫理 

人工知能論 

データサイエンスI 

データサイエンスII 

統計学 

身体の理解 

デジタルアプリA 

デジタルアプリB 

生物からみた環境の仕組み－生態学 

インターネット配信 

エリアスタディーズA 

エリアスタディーズB 

観光の現在と未来 

ヘルスツーリズム 

社会心理学 

生活と文化 

生涯スポーツ概論 

スポーツ社会学 

ボランティア論 

国際日本学 

コミュニケーションの基礎 

域学共創プロジェクトA 

域学共創プロジェクトB 

域学共創プロジェクトC 

域学共創プロジェクトD 

域学共創プロジェクトE 

域学共創プロジェクトF 

域学共創プロジェクトG 

域学共創プロジェクトH 

域学共創プロジェクトI 

域学共創プロジェクトJ 

史学概論 

日本の歴史A 

日本の歴史B 

西洋史概論 

アジア史概論 

現代史入門 

人類とモノづくり 

房総の文化と歴史 

科学史 

映像メディア史 

音楽史 

国際関係論 

社会と経営 

社会と会計 

マーケティング論 

広告戦略論 

社会学 

社会調査 

2 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

日本国憲法 

著作権 

社会福祉学A 

社会福祉学B 

経営情報基礎論A 

世界遺産のいま 

西洋美術 

美学･芸術学 

表象文化研究 

日本の現代文化 

日本の伝統文化 

日本文学概論 

日本の文学(古典) 

日本の文学(近･現代) 

日本語表現 

文学のはじまり－古代ギリシア･ローマの文学 

世界の文学 

演劇研究 

古典芸能研究 

教育学 

心理学 

基礎の数学 

ジェンダー論 

根拠への問い－哲学へのとびら 

宗教学概論 

倫理学概論 

文化人類学 

異文化適応論 

比較文化概論 

言語学概論 

スポーツ科学A 

スポーツ科学B 

しゃべりのスキルUp I 

 

キャリア形成科目群 

アカデミック･プラクティス 

ビジネスキャリアI 

ビジネスキャリア IIA 

ビジネスキャリア IIB 

ビジネスキャリア実践A 

ビジネスキャリア実践B 

プレゼミナールA 

プレゼミナールB 

キャリアプランニングA 

キャリアプランニングB 

インターンシップ 

海外ビジネス研修I 

海外ビジネス研修II 

海外ビジネス研修III 

海外ビジネス研修IV  

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

2 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

専門基礎科目群 

経営学総論 

企業と社会 

ミクロ経済学の基礎 

マクロ経済学の基礎 

経済学入門 

経済原論A 

経済原論B 

消費生活と行政 

流通論 

マーケティングリサーチ 

デジタルマーケティング 

ロジスティクス概論 

初級簿記 

中級簿記 

会計学 

会計学I 

会計学II 

ファイナンスの基礎I 

ファイナンスの基礎II 

経営情報基礎論B 

情報システム論 

情報化戦略とマネジメントA 

情報学演習A 

情報学演習B 

情報理論 

情報ネットワーク論 

グローバル･コミュニケーション総論 

法律学概論 

日本の歴史A 

日本の歴史B 

外国史概説 

地理学A 

地理学B 

地誌 

政治学入門 

アロマテラピーI 

アロマテラピーII 

スポーツ科学C 

スポーツ科学D 

心と身体の科学 

健康管理概論 

Basic Writing Skills I 

Intermediate Practical Discussion Skills I 

Intermediate Reading Skills I 

日本語III 

統合日本語III 

ビジネス日本語I 

ビジネス日本語II 

キャリア日本語(就職) 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

キャリア日本語(進学) 

Fundamentals of Japanese A 

Fundamentals of Japanese B 

Fundamentals of Japanese C 

Fundamentals of Japanese D 

Intermediate Japanese Skills A 

Intermediate Japanese Skills B 

JLPT Preparation A 

JLPT Preparation B 

 

専門科目群I 

ゲーム理論 

行動経済学 

経営戦略論 

人的資源管理論 

経営組織論 

組織行動論 

消費者行動論 

国際マーケティング論 

マーケティングサイエンス 

ブランド戦略論 

国際ロジスティクス論 

民法A 

民法B 

会社法A 

会社法B 

税法A 

税法B 

財務諸表論A 

財務諸表論B 

財務会計特論 

原価計算論I 

原価計算論II 

管理会計特論 

財務分析A 

財務分析B 

ファイナンシャルプランニング論A 

ファイナンシャルプランニング論B 

コーポレートファイナンス 

インベストメントファイナンス 

ファイナンス特論 

ソフトウェア会計 

ビジネスデータ分析A 

ビジネスデータ分析B 

情報化戦略とマネジメントB 

情報セキュリティB 

情報学演習C 

アルゴリズムA 

アルゴリズムB 

モデル化とシミュレーション 

 2 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

プログラミングA 

プログラミングB 

プログラミングC 

データベース 

データマイニング 

ビッグデータ 

ICT プロジェクトマネジメント 

異文化コミュニケーション論 

異文化組織マネジメント 

Introduction to Global Management 

経営管理総論 

人事労務管理論 

企業倫理論 

事業と継承 

金融論 

起業マネジメント論 

国際経営論 

中小企業論 

地域振興論 

国際経済学 

ミクロ経済学 

マクロ経済学 

財政学 

国際法 

環境政策論 

地域生態系保全論 

体つくり運動 

器械運動 

陸上競技 

水泳 

サッカー 

バスケットボール 

バレーボール 

ソフトボール 

柔道 

ダンス 

スキー 

運動学(運動方法学を含む) 

体育史 

スポーツ心理学 

運動生理学 

解剖生理学 

スポーツ栄養学 

救急処置(実習を含む) 

スポーツ経営学 

スポーツビジネス論 

スポーツアロマテラピー 

体力トレーニング実習 

スポーツ医学 

健康運動指導法(実習を含む) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

衛生･公衆衛生学 

学校保健学 

スポーツと地域振興 

地域スポーツマネジメント論I 

地域スポーツマネジメント論II 

 

専門科目群II 

ゼミナールA 

ゼミナールB 

ゼミナールC 

ゼミナールD 

ゼミナールE 

プロジェクト研究A 

プロジェクト研究B 

 

専門科目群III 

教職論 

教育課程論 

道徳教育の理論と方法 

教育原理 

教育心理学 

教育制度 

特別活動論 

生徒指導(進路指導の理論及び方法を含む) 

特別のニーズ教育論 

総合的な学習の時間の指導法 

教育方法論(ICT活用を含む) 

教育相談(カウンセリングを含む) 

介護等体験 

教育実習I(事前及び事後指導を含む) 

教育実習II 

教職実践演習(中･高) 

社会科教育法I 

社会科教育法II 

社会科教育法III 

社会科教育法IV 

公民科教育法I 

公民科教育法II 

保健体育科教育法I 

保健体育科教育法II 

保健体育科教育法III 

保健体育科教育法IV 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

計 19 567 52  
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２．国際人文学部 国際文化学科 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

全学部共通基盤科目群 

アカデミック･スキルズ 

SDGs×大学生 

Fundamentals of English I 

Fundamentals of English II 

Oral Fluency I 

Oral Fluency II 

TOEIC Preparation A 

TOEIC Preparation B 

TOEIC Preparation C 

TOEIC Preparation D 

English for Specific Purposes A 

English for Specific Purposes B 

English for Advanced Studies A 

English for Advanced Studies B 

中国語I 

中国語II 

韓国語I 

韓国語II 

スペイン語I 

スペイン語II 

ドイツ語I 

ドイツ語II 

フランス語I 

フランス語II 

ハンガリー語I 

ハンガリー語II 

ポーランド語I 

ポーランド語II 

チェコ語I 

チェコ語II 

日本語I 

日本語II 

統合日本語I 

統合日本語II 

日本語アカデミック･ライティング 

日本語アカデミック･スピーキング 

社会と文化の日本語A 

社会と文化の日本語B 

データ分析の基礎(解析) 

データ分析の基礎(線形代数) 

自然科学概論 

生命現象の理解とその応用－生命科学 

環境科学 

食環境論 

香りと環境 

情報セキュリティA 

情報社会と情報倫理 

人工知能論 

 

1 

 

 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

データサイエンスI 

データサイエンスII 

統計学 

身体の理解 

デジタルアプリA 

デジタルアプリB 

生物からみた環境の仕組み－生態学 

インターネット配信 

エリアスタディーズA 

エリアスタディーズB 

観光の現在と未来 

ヘルスツーリズム 

社会心理学 

生活と文化 

生涯スポーツ概論 

スポーツ社会学 

ボランティア論 

コミュニケーションの基礎 

域学共創プロジェクトA 

域学共創プロジェクトB 

域学共創プロジェクトC 

域学共創プロジェクトD 

域学共創プロジェクトE 

域学共創プロジェクトF 

域学共創プロジェクトG 

域学共創プロジェクトH 

域学共創プロジェクトI 

域学共創プロジェクトJ 

史学概論 

西洋史概論 

アジア史概論 

現代史入門 

人類とモノづくり 

房総の文化と歴史 

科学史 

映像メディア史 

音楽史 

経済学入門 

社会と経営 

社会と会計 

マーケティング論 

広告戦略論 

社会調査 

日本国憲法 

民法A 

商法 

著作権 

社会福祉学A 

社会福祉学B 

経営情報基礎論A 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

世界遺産のいま 

美学･芸術学 

表象文化研究 

日本の現代文化 

日本の伝統文化 

文学のはじまり－古代ギリシア･ローマの文学 

世界の文学 

演劇研究 

古典芸能研究 

教育学 

心理学 

基礎の数学 

ジェンダー論 

根拠への問い－哲学へのとびら 

宗教学概論 

倫理学概論 

スポーツ科学A 

スポーツ科学B 

スポーツ科学(ダンス)IA 

スポーツ科学(ダンス)IB 

しゃべりのスキルUp I 

 

キャリア形成科目群 

基礎演習A 

基礎演習B 

基礎演習C 

キャリア形成演習 

ビジネス入門 

 

学部コア科目群 

 歴史･文化の視点 

異文化理解 

世界の中の日本 

国際コミュニケーション入門 

留学プランニング 

 

外国語科目群 

 Basic Writing Skills I  

Basic Writing Skills II 

Intermediate Practical Discussion Skills I 

Intermediate Practical Discussion Skills II  

Intermediate Writing Skills I 

Intermediate Writing Skills II  

Intermediate Reading Skills I  

Intermediate Reading Skills II  

Advanced Practical Discussion Skills  

Advanced Reading Skills 

Business English Writing  

Spoken Business English  

Oral Fluency III  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

2 

 

 

 

 

 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

Oral Fluency IV 

Topics for Cross-cultural Communication: Global Issues A  

Topics for Cross-cultural Communication: Global Issues B  

English for Advanced Studies C 

English for Advanced Studies D  

English for Specific Purposes C  

English for Specific Purposes D 

ドイツ語III 

ドイツ語IV 

 ドイツの言語･文化･社会A 

ドイツの言語･文化･社会B 

フランス語III 

フランス語IV 

フランスの言語･文化･社会A 

フランスの言語･文化･社会B 

スペイン語III 

スペイン語IV 

スペインの言語･文化･社会A 

スペインの言語･文化･社会B 

中国語III 

中国語IV 

中国の言語･文化･社会A 

中国の言語･文化･社会B 

韓国語III 

韓国語IV 

韓国の言語･文化･社会A 

韓国の言語･文化･社会B 

ハンガリー語III 

ハンガリー語IV 

ハンガリーの言語･文化･社会A 

ハンガリーの言語･文化･社会B 

ポーランド語III 

ポーランド語IV 

ポーランドの言語･文化･社会A 

ポーランドの言語･文化･社会B 

チェコ語III 

チェコ語IV 

チェコの言語･文化･社会A 

チェコの言語･文化･社会B 

日本語III 

統合日本語III 

専門日本語 (福祉･介護) 

専門日本語(ホテル･観光) 

専門日本語(文学･評論) 

専門日本語(異文化コミュニケーション) 

日本語プロジェクト教育A 

日本語プロジェクト教育B 

ビジネス日本語I 

ビジネス日本語II 

キャリア日本語(就職) 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

 キャリア日本語(進学) 

Fundamentals of Japanese A 

Fundamentals of Japanese B 

Fundamentals of Japanese C 

Fundamentals of Japanese D 

JLPT Preparation A 

JLPT Preparation B 

Intermediate Japanese Skills A 

Intermediate Japanese Skills B 

Intermediate Japanese Skills C 

Intermediate Japanese Skills D 

Advanced Japanese Skills A 

Advanced Japanese Skills B 

Advanced Japanese Skills C 

Advanced Japanese Skills D 

Japanese Project Education A 

Japanese Project Education B 

 

専門基礎科目群 

比較文化概論 

文化人類学 

言語学概論  

日本文学概論 

視覚文化論  

政治学入門  

社会学入門  

法律学概論  

日本の歴史A 

日本の歴史B 

外国史概説 

アメリカ文化概論 

中国概論 

韓国現代文化 

 

専門科目群I 

国際文化入門 

日本民俗学  

日本文化論  

日本語表現  

日本文学史 

日本の文学(古典) 

日本の文学(近･現代) 

アメリカ文学概論 

アメリカの歴史 

ラテンアメリカの歴史 

ドイツの社会と文化 

中国の歴史 

日本美術 

西洋美術 

文化交流史(日本:アジア) 

 2 

4 

4 

4 

4 

2 

2 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

文化交流史(日本:欧米) 

日本とアジア 

日本と北米 

日本と中南米 

日本とヨーロッパ 

日中比較文化 

多文化社会論 

International Communication 

Language Acquisition 

Multimedia Production 

Images of Japan: Literature and Film 

Variable Topics in Culture and Society in Japan 

Selected Topics in Japanese Manga and Animation 

日本語学概論A 

日本語学概論B 

日本語の文法A 

日本語の文法B 

日本語の語彙･意味 

日本語の音声 

日本語の音声 

英語学概論A 

英語学概論B 

英語演習IA 

英語演習IB 

英語演習II 

中国語コミュニケーションI 

中国語コミュニケーションII 

クリティカル･リーディングA 

クリティカル･リーディングB 

国際文化プロジェクト 

 

専門科目群II 

韓国語コミュニケーション(話す･聞く)I 

韓国語コミュニケーション(書く･読む)I 

韓国語コミュニケーション(話す･聞く)II 

韓国語コミュニケーション(書く･読む)II 

韓国語コミュニケーション(話す･聞く)III 

韓国語コミュニケーション(書く･読む)III 

韓国の歴史 

韓国の社会 

韓国の文学 

日韓通訳技法I 

日韓通訳技法II 

日韓翻訳技法I 

日韓翻訳技法II 

日韓比較文化 

韓国語プロジェクトA 

韓国語プロジェクトB 

韓国語検定演習A 

韓国語検定演習B 

  2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

韓国語検定演習C 

 

専門科目群III 

国際文化演習I 

国際文化演習II 

国際文化演習III 

国際文化演習IV 

卒業論文 

卒業制作 

コミュニケーションインターンシップ 

国際文化研修A  

国際文化研修B 

 

専門科目群IV 

国際法 

国際経済学 

国際関係論 

翻訳の基礎(英日) 

日中翻訳技法I 

日中翻訳技法II  

日中通訳技法I 

日中通訳技法II 

日本語教授法(教授法) 

日本語教授法(コースデザイン･評価) 

日本語教授法(教材･教具) 

日本語教育事情 

日本語教育実習I 

日本語教育実習II 

異文化間コミュニケーション論 

異文化適応論 

第二言語習得論 

社会言語学 

言語学 

家族論 

アジアの女性論 

アジア国際関係論 

中欧の社会と文化 

中欧地域文化研究 

近代イギリス文学 

漢文講読 

書道(書写中心) 

経済原論A 

経済原論B 

地理学A 

地理学B 

地誌 

文化遺産 

生涯学習論 

ミュゼオロジー入門 

ミュージアムと展示 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

4 

4 

3 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

ミュージアムと情報･メディア 

ミュージアムと教育 

ミュージアム･マネジメント 

ミュージアムの資料 

ミュージアムと資料保存 

 

教職・学芸員関連科目群 

博物館実習I 

博物館実習II教育原理 

教育課程論教職論 

教育心理学 

特別のニーズ教育論 

教育制度 

教育方法論(ICT活用を含む) 

国語科教育法I 

国語科教育法II 

国語科教育法III 

国語科教育法IV 

社会科教育法I 

社会科教育法II 

社会科教育法III 

社会科教育法IV 

地理歴史科教育法I 

地理歴史科教育法II 

道徳教育の理論と方法 

総合的な学習の時間の指導法 

特別活動論 

生徒指導(進路指導の理論及び方法を含む) 

教育相談(カウンセリングを含む) 

介護等体験 

教育実習I(事前及び事後指導を含む) 

教育実習II 

教職実践演習(中･高) 

 

特設科目群 

日本語(言語知識) 

日本語(読解･聴解) 

日本語A 

日本語B 

日本語C 

日本語D 

日本語E 

 

 2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

計 16 698 46  
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３．国際人文学部 国際交流学科 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

全学部共通基盤科目群 

アカデミック･スキルズ 

SDGs×大学生 

Fundamentals of English I 

Fundamentals of English II 

Oral Fluency I 

Oral Fluency II 

TOEIC Preparation A 

TOEIC Preparation B 

TOEIC Preparation C 

TOEIC Preparation D 

English for Specific Purposes A 

English for Specific Purposes B 

English for Advanced Studies A 

English for Advanced Studies B 

中国語I 

中国語II 

韓国語I 

韓国語II 

スペイン語I 

スペイン語II 

ドイツ語I 

ドイツ語II 

フランス語I 

フランス語II 

ハンガリー語I 

ハンガリー語II 

ポーランド語I 

ポーランド語II 

チェコ語I 

チェコ語II 

日本語I 

日本語II 

統合日本語I 

統合日本語II 

日本語アカデミック･ライティング 

日本語アカデミック･スピーキング 

社会と文化の日本語A 

社会と文化の日本語B 

データ分析の基礎(解析) 

データ分析の基礎(線形代数) 

自然科学概論 

生命現象の理解とその応用－生命科学 

環境科学 

食環境論 

香りと環境 

情報セキュリティA 

情報社会と情報倫理 

人工知能論 

 

1 

 

 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

データサイエンスI 

データサイエンスII 

統計学 

身体の理解 

デジタルアプリA 

デジタルアプリB 

生物からみた環境の仕組み－生態学 

インターネット配信 

エリアスタディーズA 

エリアスタディーズB 

観光の現在と未来 

ヘルスツーリズム 

社会心理学 

生活と文化 

生涯スポーツ概論 

スポーツ社会学 

ボランティア論 

コミュニケーションの基礎 

域学共創プロジェクトA 

域学共創プロジェクトB 

域学共創プロジェクトC 

域学共創プロジェクトD 

域学共創プロジェクトE 

域学共創プロジェクトF 

域学共創プロジェクトG 

域学共創プロジェクトH 

域学共創プロジェクトI 

域学共創プロジェクトJ 

史学概論 

西洋史概論 

アジア史概論 

現代史入門 

人類とモノづくり 

房総の文化と歴史 

科学史 

映像メディア史 

音楽史 

経済学入門 

社会と経営 

社会と会計 

マーケティング論 

広告戦略論 

社会調査 

日本国憲法 

民法A 

商法 

著作権 

社会福祉学A 

社会福祉学B 

経営情報基礎論A 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

世界遺産のいま 

美学･芸術学 

表象文化研究 

日本の現代文化 

日本の伝統文化 

文学のはじまり－古代ギリシア･ローマの文学 

世界の文学 

演劇研究 

古典芸能研究 

教育学 

心理学 

基礎の数学 

ジェンダー論 

根拠への問い－哲学へのとびら 

宗教学概論 

倫理学概論 

スポーツ科学A 

スポーツ科学B 

スポーツ科学(ダンス)IA 

スポーツ科学(ダンス)IB 

しゃべりのスキルUp I 

  

キャリア形成科目群 

基礎演習A 

基礎演習B 

基礎演習C 

キャリア形成演習 

ビジネス入門 

航空･空港キャリア概論A 

航空･空港キャリア概論B 

航空･空港キャリア実習 

旅行･ホテル･観光キャリア概論 

 

学部コア科目群 

留学プランニング 

国際コミュニケーション入門 

異文化理解 

世界の中の日本 

歴史･文化の視点 

 

外国語科目群 

 TOEIC A 

TOEIC B 

TOEIC C 

TOEIC D 

Basic Writing Skills I 

Basic Writing Skills II 

Intermediate Practical Discussion Skills I 

Intermediate Practical Discussion Skills II 

Intermediate Writing Skills I  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

2 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

Intermediate Writing Skills II 

Intermediate Reading Skills I 

Intermediate Reading Skills II 

Oral Fluency III 

Oral Fluency IV 

Oral Fluency V 

Oral Fluency VI 

English for Advanced Studies C 

English for Advanced Studies D  

English for Specific Purposes C 

English for Specific Purposes D 

Advanced Practical Discussion Skills 

Advanced Reading Skills 

Business English Writing 

Spoken Business English  

ドイツ語III 

ドイツ語IV 

ドイツの言語･文化･社会A 

ドイツの言語･文化･社会B  

フランス語III 

フランス語IV  

フランスの言語･文化･社会A 

フランスの言語･文化･社会B 

スペイン語III 

スペイン語IV 

スペインの言語･文化･社会A 

スペインの言語･文化･社会B 

中国語III 

中国語IV 

中国の言語･文化･社会A 

中国の言語･文化･社会B 

韓国語III 

韓国語IV 

韓国の言語･文化･社会A 

韓国の言語･文化･社会B 

ハンガリー語III 

ハンガリー語IV 

ハンガリーの言語･文化･社会A 

ハンガリーの言語･文化･社会B 

ポーランド語III 

ポーランド語IV 

ポーランドの言語･文化･社会A 

ポーランドの言語･文化･社会B 

チェコ語III 

チェコ語IV 

チェコの言語･文化･社会A 

チェコの言語･文化･社会B 

日本語III 

統合日本語III 

専門日本語(福祉･介護) 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

  

-学則－33-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

 専門日本語(ホテル･観光) 

専門日本語(文学･評論) 

専門日本語(異文化コミュニケーション) 

日本語プロジェクト教育A 

日本語プロジェクト教育B 

ビジネス日本語I 

ビジネス日本語II 

キャリア日本語(就職) 

キャリア日本語(進学) 

Fundamentals of Japanese A 

Fundamentals of Japanese B 

Fundamentals of Japanese C 

Fundamentals of Japanese D  

JLPT Preparation A 

JLPT Preparation B  

Intermediate Japanese Skills A 

Intermediate Japanese Skills B 

Intermediate Japanese Skills C 

Intermediate Japanese Skills D  

Advanced Japanese Skills A 

Advanced Japanese Skills B  

Advanced Japanese Skills C 

Advanced Japanese Skills D 

Japanese Project Education A 

Japanese Project Education B 

 

専門基礎科目群 

国際日本学  

日本の歴史A 

日本の歴史B 

社会学入門  

政治学入門  

法律学概論  

経済原論A 

経済原論B 

中欧の社会と文化 

比較文化概論 

アメリカ文学概論 

文化人類学 

外国史概説 

近代イギリス文学 

地理学A 

地理学B 

地誌 

 

専門科目群I 

国際協力論 

国際ボランティア論 

日本と北米 

日本と中南米 

 2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

4 

4 

4 

4 

2 

2 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

  

-学則－34-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

日本とヨーロッパ 

日本とアジア 

アジアの女性論 

国際機構論 

国際開発論 

国際関係論 

アジア国際関係論 

アメリカ対外関係論 

中欧地域文化研究 

開発と女性 

文化交流史(日本:アジア) 

文化交流史(日本:欧米) 

日本文化論 

西洋美術 

文化遺産 

国際法 

国際経済学  

Multimedia Production 

Images of Japan: Literature and Film 

Variable Topics in Culture and Society in Japan 

Selected Topics in Japanese Manga and Animation 

 

専門科目群II 

言語学概論 

社会言語学 

言語学 

英語学概論A 

英語学概論B 

言語･非言語コミュニケーション論 

第二言語習得論 

異文化間コミュニケーション論 

異文化適応論 

翻訳の基礎(英日) 

児童英語教授法I 

児童英語教授法II 

英米児童文学A 

英米児童文学B 

発達心理学 

International Communication 

Language Acquisition 

English Project Education A 

English Project Education B 

Mentor Program I 

Mentor Program II 

English Teaching Methodology I 

English Teaching Methodology II 

Oral English for Children A 

Oral English for Children B 

Presentation Skills 

 

 2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

  

-学則－35-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

専門科目群III 

日本語学概論A 

日本語学概論B 

日本語の音声 

日本語の語彙･意味 

日本語の文法A 

日本語の文法B 

日本語教授法(教授法) 

日本語教授法(コースデザイン･評価) 

日本語教授法(教材･教具) 

日本語教育事情 

日本語教育実習I 

日本語教育実習II 

 

専門科目群IV 

国際交流演習I 

国際交流演習II 

国際交流演習III 

国際交流演習IV 

国際交流研修A 

国際交流研修B 

国際交流研修C 

コミュニケーションインターンシップ 

卒業論文 

卒業制作 

 

英語教員養成科目群 

教育原理 

教育課程論教職論 

教育心理学 

特別のニーズ教育論 

教育制度 

教育方法論(ICT活用を含む) 

英語科教育法I 

英語科教育法II 

英語科教育法III 

英語科教育法IV 

道徳教育の理論と方法 

総合的な学習の時間の指導法 

特別活動論 

生徒指導(進路指導の理論及び方法を含む) 

教育相談(カウンセリングを含む) 

介護等体験 

教育実習I(事前及び事後指導を含む) 

教育実習II 

教職実践演習(中･高) 

 

特設科目群 

日本語(言語知識) 

日本語(読解･聴解) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

3 

4 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

2 

2 

 

 

2 

2 

 

-学則－36-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

日本語A 

日本語B 

日本語C 

日本語D 

日本語E 

 

  2 

2 

2 

2 

2 

 

 

計 34 606 45  
 

  

-学則－37-



  

 

４．福祉総合学部 福祉総合学科 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

全学部共通基盤科目群 

アカデミック･スキルズ 

SDGs×大学生 

Fundamentals of English I 

Fundamentals of English II 

Oral Fluency I 

Oral Fluency II 

TOEIC Preparation A 

TOEIC Preparation B 

TOEIC Preparation C 

TOEIC Preparation D 

English for Specific Purposes A 

English for Specific Purposes B 

English for Advanced Studies A 

English for Advanced Studies B 

中国語I 

中国語II 

韓国語I 

韓国語II 

スペイン語I 

スペイン語II 

ドイツ語I 

ドイツ語II 

フランス語I 

フランス語II 

ハンガリー語I 

ハンガリー語II 

ポーランド語I 

ポーランド語II 

チェコ語I 

チェコ語II 

日本語I 

日本語II 

統合日本語I 

統合日本語II 

日本語アカデミック･ライティング 

日本語アカデミック･スピーキング 

社会と文化の日本語A 

社会と文化の日本語B 

データ分析の基礎(解析) 

データ分析の基礎(線形代数) 

自然科学概論 

生命現象の理解とその応用－生命科学 

環境科学 

食環境論 

香りと環境 

情報セキュリティA 

情報社会と情報倫理 

人工知能論 

 

1 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

  

-学則－38-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

データサイエンスI 

データサイエンスII 

統計学 

身体の理解 

デジタルアプリA 

デジタルアプリB 

生物からみた環境の仕組み－生態学 

インターネット配信 

エリアスタディーズA 

エリアスタディーズB 

観光の現在と未来 

ヘルスツーリズム 

社会心理学 

生活と文化 

生涯スポーツ概論 

スポーツ社会学 

ボランティア論 

国際日本学 

コミュニケーションの基礎 

域学共創プロジェクトA 

域学共創プロジェクトB 

域学共創プロジェクトC 

域学共創プロジェクトD 

域学共創プロジェクトE 

域学共創プロジェクトF 

域学共創プロジェクトG 

域学共創プロジェクトH 

域学共創プロジェクトI 

域学共創プロジェクトJ 

史学概論 

日本の歴史A 

日本の歴史B 

西洋史概論 

アジア史概論 

現代史入門 

人類とモノづくり 

房総の文化と歴史 

科学史 

映像メディア史 

音楽史 

政治学入門 

国際関係論 

経済学入門 

経済原論A 

経済原論B 

社会と経営 

社会と会計 

マーケティング論 

広告戦略論 

社会学 

 

 

 

 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

  

-学則－39-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

社会調査 

法律学概論 

日本国憲法 

民法A 

商法 

著作権 

社会福祉学A 

社会福祉学B 

経営情報基礎論A 

地理学A 

地理学B 

世界遺産のいま 

西洋美術 

美学･芸術学 

表象文化研究 

日本の現代文化 

日本の伝統文化 

日本文学概論 

日本の文学(古典) 

日本の文学(近･現代) 

日本語表現 

文学のはじまり－古代ギリシア･ローマの文学 

世界の文学 

演劇研究 

古典芸能研究 

教育学 

心理学 

基礎の数学 

ジェンダー論 

根拠への問い－哲学へのとびら 

宗教学概論 

倫理学概論 

文化人類学 

異文化適応論 

比較文化概論 

言語学概論 

スポーツ科学A 

スポーツ科学B 

スポーツ科学(ダンス)IA 

スポーツ科学(ダンス)IB 

しゃべりのスキルUp I 

 

キャリア形成科目群 

地域ボランティア研修 

福祉疑似体験 

ICT活用論 

福祉グローバル基礎研修 

福祉グローバル研修 

ライフステージIPE A 

ライフステージIPE B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

2 

 

 

2 

2 

2 

 

2 

1 

1 

  

-学則－40-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

ライフステージIPE C 

ライフステージIPE D 

基礎ゼミ 

地域共生演習 

ゼミナールA 

ゼミナールB 

ゼミナールC 

ゼミナールD 

ゼミナールE 

ゼミナールF 

ゼミナールG 

ゼミナールH 

 

専門基礎科目群 

人間学 

ジェンダーと福祉社会 

サステイナブル社会論 

まちづくり論 

福祉文化･社会論 

ダイバーシティ社会論 

 

専門科目群 

ソーシャルワークの基盤と専門職I 

ソーシャルワークの基盤と専門職II 

ソーシャルワークの理論と方法I 

ソーシャルワークの理論と方法II 

ソーシャルワークの理論と方法III 

ソーシャルワークの理論と方法IV 

医学概論I 

介護の知識と技術 

高齢者福祉サービス 

子ども家庭福祉論 

子ども家庭福祉 

社会福祉原論 

福祉政策 

社会福祉 

障がい者福祉論 

障がい児･者福祉サービス 

司法福祉 

女性福祉論 

国際福祉論 

貧困に対する支援論 

社会保障論I 

社会保障論II 

地域福祉の理論と方法I 

地域福祉の理論と方法II 

ソーシャルワークの基礎 

ソーシャルワーク演習I 

ソーシャルワーク演習II 

ソーシャルワーク演習III  

 

 

1 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

1 

1 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

  

-学則－41-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

 ソーシャルワーク演習IV 

ソーシャルワーク実習I 

ソーシャルワーク実習II 

ソーシャルワーク実習指導I 

ソーシャルワーク実習指導II 

ソーシャルワーク実習指導III 

福祉専門研究 

福祉応用研究I 

福祉応用研究II 

福祉応用研究III 

福祉応用研究IV 

社会福祉経営 

医療ソーシャルワーク論 

権利擁護と成年後見制度 

Oral English for Children A 

Oral English for Children B 

保育の表現理解(音楽)A 

保育の表現理解(音楽)B 

保育の表現理解(造形)A 

保育の表現理解(造形)B 

保育の表現理解(体育)A 

保育の表現理解(体育)B 

幼児国語 

子どもの生活と社会 

音楽入門A 

音楽入門B 

幼児文化論 

子どもの食と栄養A 

子どもの食と栄養B 

子どもの保健 

子どもの健康と安全 

特別な保育ニーズの理解と支援A 

特別な保育ニーズの理解と支援B  

乳児保育 

乳児保育演習 

保育の心理学 

子どもの理解と援助 

子ども家庭支援の心理学 

保育実習(保育所)I 

保育実習(施設)I 

保育実習(保育所)II 

保育実習(施設)II 

保育実習指導(保育所)I 

保育実習指導(施設)I 

保育実習指導(保育所)II 

保育実習指導(施設)II 

保育内容総論 

保育内容演習(健康) 

保育内容演習(人間関係) 

保育内容演習(表現) 

 1 

6 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

1 

1 

2 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

2 

1 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

  

-学則－42-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

社会的養護 

社会的養護演習 

子ども家庭支援論 

保育･教職実践演習A 

保育･教職実践演習B 

保育原理 

保育者論 

幼児教育原理 

教育社会学 

保育･教育課程論 

保育内容指導法 

幼児教育研究(遊びの援助) 

幼児教育方法論 

教育実習(事前及び事後指導を含む) 

地域における子育て支援A 

地域における子育て支援B 

子どもの権利と福祉 

子どもの発達と相談 

特別支援保育 

子どもの人間関係と観察 

保育内容演習(環境) 

保育内容演習(言葉) 

保育実践と表現A 

保育実践と表現B 

子どもの生活と遊びA 

子どもの生活と遊びB 

精神医学I 

精神医学II 

精神保健学I 

精神保健学II 

精神保健福祉の原理I 

精神保健福祉の原理II 

心理療法論 

臨床心理学 

ソーシャルワークの理論と方法(専門)I 

ソーシャルワークの理論と方法(専門)II 

精神保健福祉制度論 

精神障害リハビリテーション論 

スポーツ心理学 

精神保健福祉援助演習I 

精神保健福祉援助演習II 

精神保健福祉援助演習III 

精神保健福祉援助実習指導I 

精神保健福祉援助実習指導II 

精神保健福祉援助実習指導III 

精神保健福祉援助実習I 

精神保健福祉援助実習II 

ボランティア･コーディネート論 

福祉専門書講読A 

福祉専門書講読B 

 2 

1 

2 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

5 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

4 

3 

2 

1 

1 

  

-学則－43-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

人間関係とコミュニケーション 

チームマネジメント論 

発達と老化の理解 

認知症の理解I 

リスクマネジメント論 

福祉ビジネス論 

福祉行政論 

災害福祉論 

福祉運営論A 

福祉運営論B 

専門日本語(福祉･介護) 

キャリア日本語(就職) 

キャリア日本語(進学) 

 

 

 

2 

2 

4 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

計 25 521 0  
 

-学則－44-



  

 

５．福祉総合学部 理学療法学科 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

全学部共通基盤科目群 

アカデミック･スキルズ 

SDGs×大学生 

Fundamentals of English I 

Fundamentals of English II 

Oral Fluency I 

Oral Fluency II 

TOEIC Preparation A 

TOEIC Preparation B 

TOEIC Preparation C 

TOEIC Preparation D 

English for Specific Purposes A 

English for Specific Purposes B 

English for Advanced Studies A 

English for Advanced Studies B 

中国語I 

中国語II 

韓国語I 

韓国語II 

スペイン語I 

スペイン語II 

ドイツ語I 

ドイツ語II 

フランス語I 

フランス語II 

ハンガリー語I 

ハンガリー語II 

ポーランド語I 

ポーランド語II 

チェコ語I 

チェコ語II 

データ分析の基礎(解析) 

データ分析の基礎(線形代数) 

自然科学概論 

生命現象の理解とその応用－生命科学 

環境科学 

食環境論 

香りと環境 

情報セキュリティA 

情報社会と情報倫理 

人工知能論 

データサイエンスI 

データサイエンスII 

統計学 

身体の理解 

デジタルアプリA 

デジタルアプリB 

生物からみた環境の仕組み－生態学 

インターネット配信 

 

1 

 

2 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

1 

 

2 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

  

-学則－45-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

エリアスタディーズA 

エリアスタディーズB 

観光の現在と未来 

ヘルスツーリズム 

社会心理学 

生活と文化 

生涯スポーツ概論 

スポーツ社会学 

ボランティア論 

国際日本学 

コミュニケーションの基礎 

域学共創プロジェクトA 

域学共創プロジェクトB 

域学共創プロジェクトC 

域学共創プロジェクトD 

域学共創プロジェクトE 

域学共創プロジェクトF 

域学共創プロジェクトG 

域学共創プロジェクトH 

域学共創プロジェクトI 

域学共創プロジェクトJ 

史学概論 

日本の歴史A 

日本の歴史B 

西洋史概論 

アジア史概論 

現代史入門 

人類とモノづくり 

房総の文化と歴史 

科学史 

映像メディア史 

音楽史 

政治学入門 

国際関係論 

経済学入門 

経済原論A 

経済原論B 

社会と経営 

社会と会計 

マーケティング論 

広告戦略論 

社会学 

社会調査 

法律学概論 

日本国憲法 

民法A 

商法 

著作権 

社会福祉学A 

社会福祉学B  

 2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

  

-学則－46-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

経営情報基礎論A 

地理学A 

地理学B 

世界遺産のいま 

西洋美術 

美学･芸術学 

表象文化研究 

日本の現代文化 

日本の伝統文化 

日本文学概論 

日本の文学(古典) 

日本の文学(近･現代) 

日本語表現 

文学のはじまり－古代ギリシア･ローマの文学 

世界の文学 

演劇研究 

古典芸能研究 

教育学 

心理学 

基礎の数学 

ジェンダー論 

根拠への問い－哲学へのとびら 

宗教学概論 

倫理学概論 

文化人類学 

異文化適応論 

比較文化概論 

言語学概論 

スポーツ科学A 

スポーツ科学B 

スポーツ科学(ダンス)IA 

スポーツ科学(ダンス)IB 

しゃべりのスキルUp I 

 

キャリア形成科目群 

基礎ゼミI 

基礎ゼミII 

理学療法ゼミ 

理学療法海外研修 

グローバル研修A 

グローバル研修B 

 

専門基礎科目群I 

基礎物理学 

医療倫理学 

医療コミュニケーション論 

 

専門基礎科目群II 

人体の構造 

人体の構造演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

1 

1 

 

 

 

 

1 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

2 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

  

-学則－47-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

人体の機能 

人体の機能演習 

運動学I 

運動学II 

運動学演習 

人間発達学 

臨床心理学 

機能解剖学 

 

専門基礎科目群III 

整形外科系医療学 

内科系医療学 

精神医学系医療学 

公衆衛生学 

病理学 

神経内科系医療学 

薬学概論 

医療概論 

老年学 

障害予防概論 

 

専門基礎科目群IV 

リハビリテーション科学 

保健医療福祉概論 

多職種間連携教育 

多職種間連携教育実習 

生活環境論 

理学療法教育法 

 

専門科目群I 

理学療法概論 

理学療法研究法 

世界の理学療法 

医療統計学 

卒業研究I 

卒業研究II 

基礎理学療法学 

基礎理学療法学演習 

バイオメカニクス論 

 

専門科目群II 

職業倫理管理学 

基礎理学療法評価学 

基礎理学療法評価学実習 

疾患別理学療法評価学 

疾患別理学療法評価学演習(神経系) 

疾患別理学療法評価学演習(運動器系) 

疾患別理学療法評価学演習(内部障害系) 

疾患別理学療法治療学 

疾患別理学療法治療学実習(神経系) 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

1 

 

 

 

2 

2 

1 

1 

2 

2 

1 

2 

1 

1 

 

 

2 

1 

1 

 

 

 

 

 

2 

1 

 

 

 

 

2 

1 

 

 

 

2 

2 

1 

2 

1 

1 

1 

2 

1 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

2 

 

 

 

 

1 

1 

1 

1 

 

 

1 

  

-学則－48-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

疾患別理学療法治療学実習(運動器系) 

疾患別理学療法治療学実習(内部障害系) 

日常生活活動学 

日常生活活動学実習 

義肢装具学 

義肢装具学実習 

物理療法学 

物理療法学実習 

発達系理学療法学 

スポーツ系理学療法学 

理学療法学セミナーI 

理学療法学セミナーII 

理学療法技術演習(発達･高次脳機能) 

理学療法技術演習(徒手技術) 

理学療法技術演習(呼吸･循環･代謝) 

理学療法技術演習(先進医療機器) 

理学療法技術演習(スポーツ) 

地域理学療法学 

地域理学療法学演習 

 

専門科目群III 

理学療法学総合演習A 

理学療法学総合演習B 

臨床実習I(見学) 

臨床実習II(検査･測定) 

臨床実習III(評価) 

臨床実習IV(総合) 

地域実習 

 

1 

1 

1 

1 

2 

1 

2 

1 

2 

1 

1 

1 

 

 

 

 

 

2 

1 

 

 

1 

2 

1 

3 

4 

10 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

  

計 111 266 0  
 

  

-学則－49-



  

 

６．薬学部 医療薬学科 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

全学部共通基盤科目群 

アカデミック･スキルズ 

SDGs×大学生 

Fundamentals of English I 

Fundamentals of English II 

Oral Fluency I 

Oral Fluency II 

TOEIC Preparation A 

TOEIC Preparation B 

TOEIC Preparation C 

TOEIC Preparation D 

English for Specific Purposes A 

English for Specific Purposes B 

English for Advanced Studies A 

English for Advanced Studies B 

中国語I 

中国語II 

韓国語I 

韓国語II 

スペイン語I 

スペイン語II 

ドイツ語I 

ドイツ語II 

フランス語I 

フランス語II 

ハンガリー語I 

ハンガリー語II 

ポーランド語I 

ポーランド語II 

チェコ語I 

チェコ語II 

データ分析の基礎(解析) 

データ分析の基礎(線形代数) 

自然科学概論 

生命現象の理解とその応用－生命科学 

環境科学 

食環境論 

香りと環境 

情報セキュリティA 

情報社会と情報倫理 

人工知能論 

データサイエンスI 

データサイエンスII 

統計学 

身体の理解 

デジタルアプリA 

デジタルアプリB 

生物からみた環境の仕組み－生態学 

インターネット配信 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-学則－50-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

エリアスタディーズA 

エリアスタディーズB 

観光の現在と未来 

ヘルスツーリズム 

社会心理学 

生活と文化 

生涯スポーツ概論 

スポーツ社会学 

ボランティア論 

国際日本学 

コミュニケーションの基礎 

域学共創プロジェクトA 

域学共創プロジェクトB 

域学共創プロジェクトC 

域学共創プロジェクトD 

域学共創プロジェクトE 

域学共創プロジェクトF 

域学共創プロジェクトG 

域学共創プロジェクトH 

域学共創プロジェクトI 

域学共創プロジェクトJ 

史学概論 

日本の歴史A 

日本の歴史B 

西洋史概論 

アジア史概論 

現代史入門 

人類とモノづくり 

房総の文化と歴史 

科学史 

映像メディア史 

音楽史 

政治学入門 

国際関係論 

経済学入門 

経済原論A 

経済原論B 

社会と経営 

社会と会計 

マーケティング論 

広告戦略論 

社会学 

社会調査 

法律学概論 

日本国憲法 

民法A 

商法 

著作権 

社会福祉学A 

社会福祉学B  

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

  

-学則－51-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

経営情報基礎論A 

地理学A 

地理学B 

世界遺産のいま 

西洋美術 

美学･芸術学 

表象文化研究 

日本の現代文化 

日本の伝統文化 

日本文学概論 

日本の文学(古典) 

日本の文学(近･現代) 

日本語表現 

文学のはじまり－古代ギリシア･ローマの文学 

世界の文学 

演劇研究 

古典芸能研究 

教育学 

心理学 

基礎の数学 

ジェンダー論 

根拠への問い－哲学へのとびら 

宗教学概論 

倫理学概論 

文化人類学 

異文化適応論 

比較文化概論 

言語学概論 

スポーツ科学A 

スポーツ科学B 

スポーツ科学(ダンス)IA 

スポーツ科学(ダンス)IB 

しゃべりのスキルUp I 

 

学科共通科目群II（情報） 

 情報メディア演習 

 

キャリア形成科目群 

医療薬学基礎ゼミ 

薬学概論A 

薬学概論B 

医療倫理 

ライフステージIPE A 

ライフステージIPE B 

ライフステージIPE C 

薬剤師倫理 

医療経済学 

 

専門科目群I 

薬学外国書講読 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

1 

2 

1 

2 

1 

1 

 

1 

1 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

  

-学則－52-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

薬学基礎化学 

薬学基礎生物 

薬学基礎物理 

薬学基礎数学 

化学A 

化学B 

有機化学A 

有機化学B 

化学系演習 

解剖生理学 

生物学 

生理化学A 

生理化学B 

物理化学 

分析科学A 

分析科学B 

物理薬剤学 

薬品放射科学 

細胞生理学 

生物系演習 

微生物学A 

微生物学B 

生体防御学 

分子生物学 

公衆衛生学 

基礎栄養学 

食品衛生学 

環境衛生学 

薬物代謝学 

毒性学 

香粧品論 

薬理学序論 

薬理学A 

薬理学B 

薬理学C 

生薬学 

薬用植物学 

医薬品化学A 

医薬品化学B 

病態解析学 

病態解析学演習 

臨床化学 

臨床生理学 

臨床検査総論 

臨床検査実習 

薬物治療学A 

薬物治療学B 

薬物治療学C 

薬物治療学D 

医療薬剤学A  

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

1 

2 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

2 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

2 

 

 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

2 

2 

1 

 

  

-学則－53-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

  医療薬剤学B 

医療薬剤学C 

医療薬剤学D 

医薬品情報学 

臨床薬物動態学 

製剤学A 

製剤学B 

薬剤学演習 

臨床栄養学 

食品機能学 

先端医療論 

臨床薬理学 

臨床薬効評価学 

漢方医学 

薬事関係法規 

医療統計学 

薬剤疫学 

基礎薬学実習 

化学系実習 

生物系実習 

医療薬学系実習A 

医療薬学系実習B 

病院･薬局事前学習 

プロジェクト薬学 

Introduction to Health Science 

Practical English for Pharmacists 

薬学グローバル研修 

薬学実践グローバル研修 

総合演習A 

総合演習B 

総合演習C 

総合演習D 

総合演習E 

薬学総合演習 

 

専門科目群II(ゼミ研究･実践科目） 

薬局･病院実務実習 

卒業研究及び卒業論文 

応用臨床コミュニケーション特別演習 

国際社会薬学特別演習 

ファーマシューティカルケア特別演習 

薬局セルフケア特論演習A 

薬局セルフケア特論演習B 

薬局機能特論演習A 

薬局機能特論演習B 

地域ケア特論演習A 

地域ケア特論演習B 

地域ケア特論演習C 

ライフステージIPE D 

ジェンダー･ライフステージ薬学特論演習 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

1 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

2 

5 

 

 

 

 

 

1 

1 

1 

1 

 

4 

 

 

20 

4 

 

 

2 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

  

-学則－54-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

病院機能特論演習 

医薬品開発特論演習 

医療安全対策特論演習 

医薬品規制特論演習 

アドバンスト実務実習 

プロジェクト型薬学特論演習 

 

 2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

  

計 157 292 42  
 

  

-学則－55-



  

 

７．メディア学部 メディア情報学科 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

全学部共通基盤科目群 

アカデミック･スキルズ 

SDGs×大学生 

Fundamentals of English I 

Fundamentals of English II 

Oral Fluency I 

Oral Fluency II 

TOEIC Preparation A 

TOEIC Preparation B 

TOEIC Preparation C 

TOEIC Preparation D 

English for Specific Purposes A 

English for Specific Purposes B 

English for Advanced Studies A 

English for Advanced Studies B 

中国語I 

中国語II 

韓国語I 

韓国語II 

スペイン語I 

スペイン語II 

ドイツ語I 

ドイツ語II 

フランス語I 

フランス語II 

ハンガリー語I 

ハンガリー語II 

ポーランド語I 

ポーランド語II 

チェコ語I 

チェコ語II 

日本語I 

日本語II 

統合日本語I 

統合日本語II 

日本語アカデミック･ライティング 

日本語アカデミック･スピーキング 

社会と文化の日本語A 

社会と文化の日本語B 

データ分析の基礎(解析) 

データ分析の基礎(線形代数) 

自然科学概論 

生命現象の理解とその応用－生命科学 

環境科学 

食環境論 

香りと環境 

情報セキュリティA 

情報社会と情報倫理 

人工知能論 

 

1 

 

2 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

2 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

  

-学則－56-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

データサイエンスI 

データサイエンスII 

統計学 

身体の理解 

デジタルアプリA 

デジタルアプリB 

生物からみた環境の仕組み－生態学 

インターネット配信 

エリアスタディーズA 

エリアスタディーズB 

観光の現在と未来 

ヘルスツーリズム 

社会心理学 

生活と文化 

生涯スポーツ概論 

スポーツ社会学 

ボランティア論 

国際日本学 

コミュニケーションの基礎 

域学共創プロジェクトA 

域学共創プロジェクトB 

域学共創プロジェクトC 

域学共創プロジェクトD 

域学共創プロジェクトE 

域学共創プロジェクトF 

域学共創プロジェクトG 

域学共創プロジェクトH 

域学共創プロジェクトI 

域学共創プロジェクトJ 

史学概論 

日本の歴史A 

日本の歴史B 

西洋史概論 

アジア史概論 

現代史入門 

人類とモノづくり 

房総の文化と歴史 

科学史 

映像メディア史 

音楽史 

政治学入門 

国際関係論 

経済学入門 

経済原論A 

経済原論B 

社会と経営 

社会と会計 

マーケティング論 

広告戦略論 

社会学 

 

 

 

 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

  

-学則－57-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

社会調査 

法律学概論 

日本国憲法 

民法A 

商法 

著作権 

社会福祉学A 

社会福祉学B 

経営情報基礎論A 

地理学A 

地理学B 

世界遺産のいま 

西洋美術 

美学･芸術学 

表象文化研究 

日本の現代文化 

日本の伝統文化 

日本文学概論 

日本の文学(古典) 

日本の文学(近･現代) 

日本語表現 

文学のはじまり－古代ギリシア･ローマの文学 

世界の文学 

演劇研究 

古典芸能研究 

教育学 

心理学 

基礎の数学 

ジェンダー論 

根拠への問い－哲学へのとびら 

宗教学概論 

倫理学概論 

文化人類学 

異文化適応論 

比較文化概論 

言語学概論 

スポーツ科学A 

スポーツ科学B 

スポーツ科学(ダンス)IA 

スポーツ科学(ダンス)IB 

しゃべりのスキルUp I 

 

メディア共通科目群 

メディア概論A 

メディア概論B 

メディア概論C 

メディア概論D 

メディア概論E 

メディア概論F 

メディア基礎演習A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

2 

 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

  

-学則－58-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

メディア基礎演習B 

メディア基礎演習C 

メディア基礎演習D 

メディア基礎演習E 

メディア基礎演習F 

デジタルメディアA 

デジタルメディアB 

 

キャリア形成科目群 

基礎ゼミIA 

基礎ゼミIB 

基礎ゼミIC 

基礎ゼミIIA 

基礎ゼミIIB 

基礎ゼミIIC 

基礎ゼミIID 

メディア海外研修A 

メディア海外研修B 

キャリアデザインA 

キャリアデザインB 

資格取得プロジェクトA 

資格取得プロジェクトB 

 

専門基礎科目群 

情報システム論 

プランニング 

マネタイジング 

クリエイティブシンキング 

クリティカルシンキング 

ヴァーチャルリアリティ概論 

デザイン概論 

エンタテインメント概論 

メディア産業研究 

ニューメディアビジネス 

ステージ空間概論 

ミュージカル研究 

服飾文化研究 

芸術文化研究 

シナリオ研究 

コンテンポラリーアート論 

表現基礎A 

表現基礎B 

デッサン基礎I 

デッサン基礎II 

Webデザイン 

デジタルクリエイティブ基礎 

ソーシャルメディア研究 

映像コンテンツプランニング 

ブランディング 

音楽作品研究 

 

 

 

 

 

2 

2 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

  

-学則－59-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

映像作品研究A 

映像作品研究B 

映像作品研究C 

映像作品研究D 

日米映画比較研究 

English for Media Professionals I 

English for Media Professionals II 

しゃべりのスキルUp II 

 

専門科目群I 

データベースI 

データベースII 

プログラミングI 

プログラミングII 

データ構造とアルゴリズム論 

メディアテクノロジーIA 

メディアテクノロジーIIA 

メディアテクノロジーIB 

メディアテクノロジーIIB 

メディアアーツIA 

メディアアーツIIA 

メディアアーツIB 

メディアアーツIIB 

メディアデザインIA 

メディアデザインIIA 

メディアデザインIB 

メディアデザインIIB 

イラストレーションI 

イラストレーションII 

グラフィックデザインI 

グラフィックデザインII 

エディトリアルデザインI 

エディトリアルデザインII 

デジタルデザインA 

デジタルデザインB 

生活文化デザイン 

映像演出 

シナリオライティング 

映像撮影照明A 

映像撮影照明B 

デジタル映像編集A 

デジタル映像編集B 

スタジオ番組A 

スタジオ番組B 

映像録音A 

映像録音B 

映像･舞台美術 

映像･舞台美術デザイン 

CG映像I 

CG映像II 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

4 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

  

-学則－60-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

人体デッサン 

美術解剖学 

アニメーションI 

アニメーションII 

3DCG制作I 

3DCG制作II 

ステージ基礎 

ステージ運営 

ステージ総合I 

ステージ総合II 

ステージ総合III 

ステージ衣装I 

ステージ衣装II 

ステージ照明I 

ステージ照明II 

ステージ音響I 

ステージ音響II 

表現基礎演習A 

表現基礎演習B 

表現実習IA 

表現実習IIA 

表現実習IB 

表現実習IIB 

声優演技I 

声優演技II 

ダンス実習A 

ダンス実習B 

ダンス実習C 

ダンス実習D 

音楽表現基礎演習A 

音楽表現基礎演習B 

音楽表現実習IA 

音楽表現実習IIA 

音楽表現実習IB 

音楽表現実習IIB 

演劇制作 

戯曲ライティング 

現代演芸I 

現代演芸II 

音楽理論I 

音楽理論II 

音楽理論III 

サウンドデザインI 

サウンドデザインII 

デジタルレコーディングIA 

デジタルレコーディングIIA 

デジタルレコーディングIB 

デジタルレコーディングIIB 

DTM作曲I 

DTM作曲II 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

4 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-学則－61-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

Pro Tools認定対策I 

Pro Tools認定対策II 

音響効果 

eスポーツビジネス 

芸能マネジメント 

映像プロデュース 

音楽プロデュース 

ステージプロデュース 

サブカルチャー研究 

 

専門科目群Ⅱ 

プロジェクト研究A 

プロジェクト研究B 

プロジェクト研究C 

プロジェクト研究D 

卒業論文および制作 

制作演習A 

制作演習B 

制作演習C 

制作演習D 

制作演習E 

制作演習F 

制作演習G 

制作演習H 

総合演習A 

総合演習B 

総合演習C 

総合演習D 

メディアプロジェクトA 

メディアプロジェクトB 

メディアプロジェクトC 

メディアプロジェクトD 

メディアプロジェクトE 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

4 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

4 

4 

4 

4 

2 

2 

2 

2 

2 

 

  

計 31 588 0  

 

  

-学則－62-



  

 

８．観光学部 観光学科 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

全学部共通基盤科目群 

アカデミック･スキルズ 

SDGs×大学生 

Fundamentals of English I 

Fundamentals of English II 

Oral Fluency I 

Oral Fluency II 

TOEIC Preparation A 

TOEIC Preparation B 

TOEIC Preparation C 

TOEIC Preparation D 

English for Specific Purposes A 

English for Specific Purposes B 

English for Advanced Studies A 

English for Advanced Studies B 

中国語I 

中国語II 

韓国語I 

韓国語II 

スペイン語I 

スペイン語II 

ドイツ語I 

ドイツ語II 

フランス語I 

フランス語II 

ハンガリー語I 

ハンガリー語II 

ポーランド語I 

ポーランド語II 

チェコ語I 

チェコ語II 

日本語I 

日本語II 

統合日本語I 

統合日本語II 

日本語アカデミック･ライティング 

日本語アカデミック･スピーキング 

社会と文化の日本語A 

社会と文化の日本語B 

データ分析の基礎(解析) 

データ分析の基礎(線形代数) 

自然科学概論 

生命現象の理解とその応用－生命科学 

環境科学 

食環境論 

香りと環境 

情報セキュリティA 

情報社会と情報倫理 

人工知能論 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

  

-学則－63-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

データサイエンスI 

データサイエンスII 

統計学 

身体の理解 

デジタルアプリA 

デジタルアプリB 

生物からみた環境の仕組み－生態学 

インターネット配信 

エリアスタディーズA 

エリアスタディーズB 

観光の現在と未来 

ヘルスツーリズム 

社会心理学 

生活と文化 

生涯スポーツ概論 

スポーツ社会学 

ボランティア論 

国際日本学 

コミュニケーションの基礎 

域学共創プロジェクトA 

域学共創プロジェクトB 

域学共創プロジェクトC 

域学共創プロジェクトD 

域学共創プロジェクトE 

域学共創プロジェクトF 

域学共創プロジェクトG 

域学共創プロジェクトH 

域学共創プロジェクトI 

域学共創プロジェクトJ 

史学概論 

日本の歴史A 

日本の歴史B 

西洋史概論 

アジア史概論 

現代史入門 

人類とモノづくり 

房総の文化と歴史 

科学史 

映像メディア史 

音楽史 

政治学入門 

国際関係論 

経済学入門 

経済原論A 

経済原論B 

社会と経営 

社会と会計 

マーケティング論 

広告戦略論 

社会学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

  

-学則－64-



  

 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

社会調査 

法律学概論 

日本国憲法 

民法A 

商法 

著作権 

社会福祉学A 

社会福祉学B 

経営情報基礎論A 

地理学A 

地理学B 

世界遺産のいま 

西洋美術 

美学･芸術学 

表象文化研究 

日本の現代文化 

日本の伝統文化 

日本文学概論 

日本の文学(古典) 

日本の文学(近･現代) 

日本語表現 

文学のはじまり－古代ギリシア･ローマの文学 

世界の文学 

演劇研究 

古典芸能研究 

教育学 

心理学 

基礎の数学 

ジェンダー論 

根拠への問い－哲学へのとびら 

宗教学概論 

倫理学概論 

文化人類学 

異文化適応論 

比較文化概論 

言語学概論 

スポーツ科学A 

スポーツ科学B 

スポーツ科学(ダンス)IA 

スポーツ科学(ダンス)IB 

しゃべりのスキルUp I 

 

キャリア形成科目群 

English Skills for International Tourism 

Reading and Writing for International Tourism 

Discussion and Presentation in Tourism 

English for Tourism A 

English for Tourism B 

中国語III 

中国語IV 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

韓国語III 

韓国語IV 

ハンガリー語III 

ハンガリー語IV 

日本語III 

統合日本語III 

専門日本語 (福祉･介護) 

専門日本語(ホテル･観光) 

専門日本語(文学･評論) 

専門日本語(異文化コミュニケーション) 

日本語プロジェクト教育A 

日本語プロジェクト教育B 

ビジネス日本語I 

ビジネス日本語II 

キャリア日本語(就職) 

キャリア日本語(進学) 

キャリア形成A 

キャリア形成B 

キャリア形成C 

キャリア形成D 

キャリア形成E 

キャリア形成F 

キャリア形成G 

キャリア形成H 

キャリア形成I 

キャリア形成J 

キャリア形成K 

キャリア形成L 

キャリア形成M 

キャリア形成N 

キャリア形成O 

観光実務 

国内研修 

海外研修A 

海外研修B 

海外研修C 

インターンシップ(国内) 

インターンシップ(海外) 

インターンシップ(長期) 

観光ビジネス特別講座 

デジタルアプリA 

デジタルアプリB 

デジタルメディアA 

デジタルメディアB 

 

専門基礎科目群 

観光と社会 

観光人類学 

観光行動論 

観光地理概論 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

6 

2 

1 

1 

1 

1 

 

 

2 

2 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

観光政策 

旅行ビジネス基礎 

観光まちづくり概論 

観光マーケティング 

観光と芸術 

観光と自然資源 

観光と文化財 

観光と食農･漁業 

観光メディアリテラシーA 

観光メディアリテラシーB 

 

専門科目群I 

ニューツーリズム 

観光ビジネス経営管理 

旅行ビジネス 

ホテル･旅館ビジネス 

エアライン･鉄道ビジネス 

イベント･ブライダルビジネス 

アジア観光研究 

欧米観光研究 

観光まちづくり 

地域観光 

観光地経営 

開発経済学 

観光メディア制作基礎A 

観光メディア制作基礎B 

 

専門科目群II 

観光プロジェクトA 

観光プロジェクトB 

観光メディア制作応用A 

観光メディア制作応用B 

観光ゼミナールA 

観光ゼミナールB 

観光ゼミナールC 

観光ゼミナールD 

卒業論文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

 

4 

 

  

計 3 428 0  
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９．看護学部 看護学科 

授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

全学部共通基盤科目群 

アカデミック･スキルズ 

SDGs×大学生 

Fundamentals of English I 

Fundamentals of English II 

Oral Fluency I 

Oral Fluency II 

TOEIC Preparation A 

TOEIC Preparation B 

TOEIC Preparation C 

TOEIC Preparation D 

English for Specific Purposes A 

English for Specific Purposes B 

English for Advanced Studies A 

English for Advanced Studies B 

中国語I 

中国語II 

韓国語I 

韓国語II 

スペイン語I 

スペイン語II 

ドイツ語I 

ドイツ語II 

フランス語I 

フランス語II 

ハンガリー語I 

ハンガリー語II 

ポーランド語I 

ポーランド語II 

チェコ語I 

チェコ語II 

データ分析の基礎(解析) 

データ分析の基礎(線形代数) 

自然科学概論 

生命現象の理解とその応用－生命科学 

環境科学 

食環境論 

香りと環境 

情報セキュリティA 

情報社会と情報倫理 

人工知能論 

データサイエンスI 

データサイエンスII 

統計学 

身体の理解 

デジタルアプリA 

デジタルアプリB 

生物からみた環境の仕組み－生態学 

インターネット配信 

 

1 

 

2 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

1 

 

2 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

エリアスタディーズA 

エリアスタディーズB 

観光の現在と未来 

ヘルスツーリズム 

社会心理学 

生活と文化 

生涯スポーツ概論 

スポーツ社会学 

ボランティア論 

国際日本学 

コミュニケーションの基礎 

域学共創プロジェクトA 

域学共創プロジェクトB 

域学共創プロジェクトC 

域学共創プロジェクトD 

域学共創プロジェクトE 

域学共創プロジェクトF 

域学共創プロジェクトG 

史学概論 

日本の歴史A 

日本の歴史B 

西洋史概論 

アジア史概論 

現代史入門 

人類とモノづくり 

房総の文化と歴史 

科学史 

映像メディア史 

音楽史 

政治学入門 

国際関係論 

経済学入門 

経済原論A 

経済原論B 

社会と経営 

社会と会計 

マーケティング論 

広告戦略論 

社会学 

社会調査 

法律学概論 

日本国憲法 

民法A 

商法 

著作権 

社会福祉学A 

社会福祉学B 

経営情報基礎論A 

地理学A 

地理学B  

 2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

世界遺産のいま 

西洋美術 

美学･芸術学 

表象文化研究 

日本の現代文化 

日本の伝統文化 

日本文学概論 

日本の文学(古典) 

日本の文学(近･現代) 

日本語表現 

文学のはじまり－古代ギリシア･ローマの文学 

世界の文学 

演劇研究 

古典芸能研究 

教育学 

心理学 

基礎の数学 

ジェンダー論 

根拠への問い－哲学へのとびら 

宗教学概論 

倫理学概論 

文化人類学 

異文化適応論 

比較文化概論 

言語学概論 

スポーツ科学A 

スポーツ科学B 

スポーツ科学(ダンス)IA 

スポーツ科学(ダンス)IB 

しゃべりのスキルUp I 

 

グローバルリテラシー科目 

医療英語 

世界の中の日本 

人間関係論 

 

看護基盤科目群 

看護情報学 

科学基礎 

 

キャリア形成科目群 

プロジェクト教育A 

プロジェクト教育B 

未来講座－これからの看護 

 

専門基礎科目群I 

死生学 

社会福祉原論 

児童福祉論 

高齢者福祉論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

 

 

1 

1 

 

 

1 

1 

 

 

 

 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

2 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

2 

 

1 

1 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

保健医療福祉行政論 

ライフステージIPE A 

ライフステージIPE B 

ライフステージIPE C 

関係法規 

保健医療統計学 

地域母子保健A 

学校保健 

家族発達支援論 

 

専門基礎科目群II 

医学概論 

人体の構造機能A 

人体の構造機能B 

疾病治療学A 

疾病治療学B 

臨床栄養学 

疫学 

病原微生物学 

臨床生化学 

臨床心理学 

臨床免疫学 

周産期医学A 

周産期医学B 

医用工学概論 

感染症学 

臨床薬理学 

薬学系演習 

臨床薬物動態論 

ゲノム医療 

薬物療法管理論 

東洋医学概論 

 

専門科目群I 

看護学概論 

看護方法論A 

看護方法論B 

看護方法論演習A 

看護方法論演習B 

看護方法論演習C 

看護方法論演習D 

看護管理 

基礎看護学実習A 

基礎看護学実習B 

サービスラーニング 

 

専門科目群II 

成人･老年看護学概論 

クリティカルケア方法論 

クリティカルケア方法論演習 

 

1 

1 

 

1 

2 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

 

 

1 

 

 

1 

2 

1 

1 

 

 

 

 

 

1 

2 

1 

1 

2 

2 

1 

1 

1 

2 

1 

 

 

2 

2 

1 

2 

 

 

1 

 

 

1 

2 

1 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

 

1 

2 

 

 

 

 

2 

2 

1 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

クリティカルケア実習 

慢性疾患看護方法論 

慢性疾患看護方法論演習 

慢性疾患看護実習 

老年看護方法論 

老年看護方法論演習 

老年看護学実習 

母子看護学概論 

母性看護方法論 

母性看護方法論演習 

母性看護学実習 

小児看護方法論 

小児看護方法論演習 

小児看護学実習 

精神看護学概論 

精神看護方法論 

精神看護方法論演習 

精神看護学実習 

 

専門科目群III 

地域･在宅看護概論 

地域･在宅看護方法論 

地域･在宅看護方法論演習 

公衆衛生看護学概論 

地域･在宅看護実習 

地域包括ケア実習 

グローバルヘルスA 

グローバルヘルスB 

国際看護 

フォレンジック看護 

災害看護 

災害看護演習 

感染看護 

終末期看護論 

 

専門科目群IV 

医療倫理学 

看護研究方法論 

総合看護学演習A 

総合看護学演習B 

卒業論文 

フィールド教育 

地域母子保健実習A 

インターンシップ 

ライフステージIPE D 

地域母子保健実習B 

 

自由科目群 

健康支援と健康教育 

地域診断と地域活動 

3 

2 

1 

3 

2 

1 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

1 

2 

1 

2 

1 

2 

 

 

1 

2 

1 

2 

2 

1 

1 

 

 

 

1 

 

1 

2 

 

 

2 

1 

1 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

1 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 
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授業科目 
単位数 

備考 
必修 選択 自由 

公衆衛生看護活動論 

公衆衛生看護活動論演習A 

公衆衛生看護活動論演習B 

健康政策論 

公衆衛生看護学実習 

助産学概論 

周産期医学C 

助産診断･技術学A 

助産診断･技術学B 

助産診断･技術学C 

助産診断･技術学D 

助産診断･技術学E 

助産診断･技術学F 

ウィメンズヘルス支援論 

助産管理 

地域母子保健B 

助産学実習A 

助産学実習B 

周産期の家族支援 

養護概説 

教職論 

教育原理 

教育心理学 

特別のニーズ教育論 

教育課程論 

教育制度 

道徳教育の理論と方法 

教育方法論 

特別活動と総合的な学習の時間 

生徒指導 

教育相談(カウンセリングを含む) 

養護実習(事前及び事後指導を含む) 

教職実践演習(養護)  

 

  2 

1 

2 

1 

3 

1 

2 

1 

3 

1 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

8 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

5 

2 

 

 

計 113 280 69  
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別表（3の1） 

教育職員免許状の種類及び免許教科 

 

学部・学科 免許状の種類及び免許教科 

 

経営情報学部 総合経営学科 

 

 

 

国際人文学部 国際文化学科 

 

 

 

       国際交流学科 

 

福祉総合学部 福祉総合学科 

（子ども福祉コース） 

看護学部 看護学科 

 

 

中学校教諭一種免許状  社  会 

高等学校教諭一種免許状 公  民 

中学校教諭一種免許状  保健体育 

高等学校教諭一種免許状 保健体育 

中学校教諭一種免許状  国  語 

高等学校教諭一種免許状 国  語 

中学校教諭一種免許状  社  会 

高等学校教諭一種免許状 地理歴史 

中学校教諭一種免許状  英  語 

高等学校教諭一種免許状 英  語 

幼稚園教諭一種免許状 

 

養護教諭一種免許状 
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別表（3の2） 

教職に関する専門教育科目及び単位数（学科共通科目） 

 

授業科目 

修得単位数 

開設学科 
中学校教諭 

免許状 

高等学校教諭 

免許状 

養護教諭 

免許状 

教 育 原 理 ２ ２ ２ 

総合経営 

国際文化 

国際交流 

看  護 

教 職 論 ２ ２ ２ 

教 育 制 度 ２ ２ ２ 

教 育 心 理 学 ２ ２ ２ 

特 別 の ニ ー ズ 教 育 論 ２ ２ ２ 

教 育 課 程 論 ２ ２ ２ 

国 語 科 教 育 法 Ⅰ ２ ２  

国際文化 
国 語 科 教 育 法 Ⅱ ２ ２  

国 語 科 教 育 法 Ⅲ ２ ２  

国 語 科 教 育 法 Ⅳ ２ ２  

社 会 科 教 育 法 Ⅰ ２   

総合経営 

国際文化 

社 会 科 教 育 法 Ⅱ ２   

社 会 科 教 育 法 Ⅲ ２   

社 会 科 教 育 法 Ⅳ ２   

英 語 科 教 育 法 Ⅰ ２ ２  

国際交流 
英 語 科 教 育 法 Ⅱ ２ ２  

英 語 科 教 育 法 Ⅲ ２ ２  

英 語 科 教 育 法 Ⅳ ２ ２  

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅰ ２ ２  

総合経営 
保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅱ ２ ２  

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅲ ２ ２  

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅳ ２ ２  

公 民 科 教 育 法 Ⅰ  ２  
総合経営 

公 民 科 教 育 法 Ⅱ  ２  

地 理 歴 史 科 教 育 法 Ⅰ  ２  
国際文化 

地 理 歴 史 科 教 育 法 Ⅱ  ２  
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授業科目 

修得単位数 

開設学科 
中学校教諭 

免許状 

高等学校教諭 

免許状 

養護教諭 

免許状 

道 徳 教 育 の 理 論 と 方 法 ２  ２ 

総合経営 

国際文化 

国際交流 

看  護 

総合的な学習の時間の指導法 ２ ２  総合経営 

国際文化 

国際交流 特 別 活 動 論 ２ ２  

教 育 方 法 論 ２ ２ ２ 

総合経営 

国際文化 

国際交流 

看  護 

生 徒 指 導 
(進路指導の理論及び方法を含む) 

２ ２  

総合経営 

国際文化 

国際交流 

教 育 相 談 
( カ ウ ン セ リ ン グ を 含 む ) 

２ ２ ２ 

総合経営 

国際文化 

国際交流 

看  護 

教 育 実 習 Ⅰ 
( 事 前 及 び 事 後 指 導 を 含 む ) 

３ ３  

総合経営 

国際文化 

国際交流 

教 育 実 習 Ⅱ ２   

教職実践演習（中・高） ２ ２  

介 護 等 体 験 ２ ２  

特 別 活 動 と 総 合 的 な 

学 習 の 時 間 
  ２ 

看  護 

生 徒 指 導   ２ 

養 護 実 習 
( 事 前 及 び 事 後 指 導 を 含 む ) 

  ５ 

教 職 実 践 演 習 （ 養 護 ）   ２ 
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城西国際大学学位規程 

 

決定日：令和 4 年 3 月 23 日制定  

決定機関：学校法人城西大学理事会  

（令和 3 年度（国）規程第 10 号） 

 

(目的) 

第１条 学位規則（昭和 28 年文部省令第 9 号）第 13 条の規定に基づき、城西国際大学

（以下「本学」という。）が授与する学位について、必要な事項を定めることを目的とす

る。  

(学位) 

第２条 本学において授与する学位は、次のとおりとする。  

【研究科／学部】    【学位】  

人文科学研究科  博士（比較文化）  

Doctor of Philosophy in Comparative Culture Studies  

修士（国際文化）  

Master of Arts in Intercultural Studies 

Master of Arts in Global Communication 

修士（女性学）  

Master of Arts in Women’s Studies 

経営情報学研究科  博士（経営学）  

Doctor of Philosophy in Business Administration  

修士（経営学）  

Master of Business Administration 

福祉総合学研究科  修士（福祉社会）  

Master of Arts in Social Work Studies  

ビジネスデザイン研究科  修士（経営学）  

Master of Business Administration 

国際アドミニストレー  修士（国際アドミニストレーション）  

ション研究科      Master of Arts in International Administration 

薬学研究科  博士（薬学）  

Doctor of Philosophy in Pharmacy 

     健康科学研究科     修士（健康科学）  

                 Master of Health Sciences 

経営情報学部  学士（経営情報）  

Bachelor of Sciences in Management and  

Information Sciences 

国際人文学部  学士（国際文化）  

Bachelor of Arts in Intercultural Studies 

学士（国際交流）  

Bachelor of Arts in International Exchange Studies  
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福祉総合学部  学士（福祉総合）  

Bachelor of Arts in Social Work Studies  

学士（理学療法学）  

Bachelor of Physical Therapy 

薬学部  学士（薬学）  

Bachelor of Pharmacy 

メディア学部  学士（メディア情報）  

Bachelor of Arts in Media and Communications 

観光学部  学士（観光学）  

Bachelor of Arts in Tourism 

看護学部  学士（看護学）  

Bachelor of Science in Nursing  

(学位の授与) 

第３条 学士の学位は、本学学則第 26 条の定めるところにより、本学の学部を卒業した

者に授与する。  

２ 修士の学位は、本学大学院学則第 25 条の定めるところにより、本学大学院の修士課

程を修了した者に授与する。  

３ 博士の学位は、本学大学院学則第 26 条又は同第 26 条の 2 の定めるところにより、本

学大学院の博士後期課程又は博士課程を修了した者に授与する。  

４ 本学大学院に博士の学位請求論文を提出して、本大学大学院のおこなう論文審査及び

所定の試験に合格し、前項の者と同等以上の学力を有することの確認（以下「学力の確

認」という。）を得た者に博士の学位を授与する。  

(論文の提出) 

第４条 修士の学位の授与を申請する者は、所定の論文審査願に、論文、及び論文の内容

の要旨を添え、研究科長を経て学長に提出するものとする。  

２ 博士の学位の授与を申請する者は、所定の学位申請書、論文、論文の内容の要旨、論

文目録、及びその他研究科が提出を求める資料を、研究科長を経て学長に提出するも

のとする。  

３ 学位請求に係る論文は、1 編とし、審査のために必要があるときは、参考論文、参考

資料、論文の訳文を提出するものとする。  

４ 受理した論文は、いかなる理由があっても返還しない。  

(論文審査料) 

第５条 博士の学位請求に係る論文の審査を願い出る場合は論文審査料を納付しなければ

ならない。  

２ 論文審査料は、別に定める。  

３ 納付された論文審査料は、いかなる理由があっても返還しない。  

 (論文の審査付託) 

第６条 学長は、第 4 条の規定による論文を受理したときは、研究科委員会にその論文の

審査等を付託する。  

(審査委員会) 

第７条 前条の規定により論文の審査を付託された研究科委員会は、当該研究科所属教員
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からなる審査委員会を設けるものとする。  

２ 審査委員会は、複数名の当該研究科教員で組織する。  

３ 博士学位論文審査に係る審査委員会の委員は、公表するものとする。  

４ 審査委員会の委員は、論文の審査等に関し、供応接待又は財産上の利益の供与を受け

てはならない。  

(論文の審査、試験及び学力の確認) 

第８条 審査委員会は、論文審査、試験及び学力の確認を行う。  

２ 試験は、論文を中心として、これに関連する研究領域について筆答又は口述により行

う。ただし、修士課程において当該修士課程の目的に応じ適当と認められるときは、特

定の研究成果の審査をもって修士の学位請求に係る論文審査に代えることができる。  

３ 論文の審査に当たって、必要があるときは、研究科委員会の議を経て、研究指導にお

いて本学と契約関係を有する者、本学他研究科の教員及び他大学の大学院の教員等の協

力を得ることができる。  

４ 第 3 条第 3 項及び第 4 項の規定による審査の場合は、前項のほか専攻学術に関し、同

等の学力の確認を行わなければならない。  

５ 審査委員会は、本条第 2 項及び前項の規定にかかわらず、学位の授与を申請又は請求

する者の経歴及び業績を審査して、試験の全部又は一部を行う必要がないと認めたとき

は、研究科委員会の承認を得て、その審査をもって試験の全部又は一部に代えることが

できる。  

６ 本学大学院の博士後期課程、又は博士課程の所定の修業年限以上在学し、所定の単位

を修得し、かつ必要な研究指導を受け論文提出資格を得た者が、原則として退学後 3 年

以内に再入学をして博士の学位の授与を申請するときは、学力の確認を行わないことが

できる。  

第９条 削除  

(審査の期間) 

第 10 条 審査委員会は、修士の学位についてはその学年末までに、博士の学位について

は論文が受理された日から 1 年以内に、論文審査及び試験等を終了しなければならない。 

(審査委員会の報告) 

第 11 条 審査委員会は、論文の審査、試験及び学力の確認が終了したときは、論文と共

に、直ちに論文審査結果の要旨、試験結果の要旨及び学力確認結果の要旨に学位授与の

可否の意見を添え、研究科委員会に文書により報告しなければならない。  

２ 審査委員会は、論文審査の結果、その内容が著しく不良であると認めたときは、口述

試験等の最終試験を行わないことがある。この場合は、前項の試験結果の要旨及び学力

確認結果の要旨を添付することを要しない。  

(研究科委員会の役割) 

第 12 条 研究科委員会は、前条の報告に基づいて、学位を授与すべきか否かについて、意見を

取りまとめるものとする。 

２ 削除  

３ 削除  

(研究科長の意見提出) 
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第 13 条 研究科委員会が前条の意見を取りまとめたときは、研究科長は文書により学長

に提出しなければならない。  

(学位授与の決定) 

第 14 条 学長は、教授会、研究科委員会及び大学院委員会の意見を踏まえ、学位授与の可

否を決定する。  

２ 削除  

３ 削除  

(学位の授与) 

第 15 条 学長は、前条の議決に基づいて学位授与が可とされた者に対し、所定の学位記

を授与する。  

２ 学位授与が否とされた者には、その旨を通知する。  

(論文要旨等の公表) 

第 16 条 本学は、博士の学位を授与したときは、博士の学位を授与した日から 3 か月以

内に、その論文の内容の要旨をインターネットの利用により公表するものとする。  

(論文の公表) 

第 17 条 博士の学位を授与された者は、学位を授与された日から 1 年以内に、その論文

をインターネットの利用により公表しなければならない。ただし、学位を授与される前

に既に公表したときはこの限りでない。  

２ 前項の規定にかかわらず、やむを得ない理由がある場合は、本学の承認を得て、論文

の全文に代えてその内容を要約したものを公表することができる。この場合本学は、そ

の論文の全文を求めに応じて閲覧に供するものとする。 

(学位の名称の使用) 

第 18 条 本規定により学位を授与された者が学位の称号を用いるとき、これに本学の名

称を付記するものとする。  

(授与した学位の取消) 

第 19 条 学位を授与された者がその名誉を汚す行為をしたとき、又は不正な方法により

学位の授与を受けた事実が判明したときは、学長は、研究科委員会及び大学院委員会の

意見を踏まえ、既に授与した学位を取り消し、学位記を返還させ、かつ、この旨を公表

するものとする。  

２ 削除  

(登録及び報告) 

第 20 条 本学において学位を授与したときは、学長は、学位簿に登録するものとする。  

２ 博士の学位を授与したときは、学位を授与した日から 3 か月以内に学位授与報告書を

文部科学大臣に提出するものとする。  

(学位記及び書類) 

第 21 条 学位記及び学位申請関係書類の様式は、別表のとおりとする。  

 

附 則  

この規程は、平成 08 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則  
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この改正は、平成 10 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則  

この改正は、平成 12 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則  

この改正は、平成 13 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則  

この改正は、平成 14 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則  

この改正は、平成 16 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則  

この改正は、平成 17 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則  

この改正は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則  

この改正は、平成 19 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則  

この改正は、平成 20 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則  

この改正は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則  

この改正は、平成 22 年 3 月 1 日から施行する。  

附 則  

この改正は、平成 22 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則  

この改正は、平成 23 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則（平成 23 年度（国）規程第 90 号）  

この改正は、平成 24 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則（平成 24 年度（国）規程第 2 号）  

この改正は、平成 25 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則（平成 26 年度（国）規程第 1 号）  

この改正は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則（平成 27 年度（国）規程第 13 号）  

この改正は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則（平成 28 年度（国）規程第 16 号）  

この改正は、平成 29 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則（平成 29 年度（国）規程第 41 号）  

この改正は、平成 30 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則（平成 30 年度（国）規程第 1 号）  

この改正は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。  

附 則（令和 2 年度（国）規程第 7 号）  
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この改正は、令和 3 年 2 月 24 日から施行する。  

   附 則（令和 4 年度（国）規程第●号）  

この改正は、令和 5 年 4 月 1 日から施行する。  
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別表 1 (学位申請関係書類の様式) 

⑴ 第 4 条第 1 項の規定による論文審査願の様式  

 

論 文 審 査 願 

 

 

年  月  日  

 

 

城西国際大学学長 殿  

 

 

研究科  専攻  

年 入学  

氏名  印  

 

このたび修士 (     )の学位を受けたく論文及び論文内容の要旨  

 

 

を添えて提出いたしますので審査くださるようお願いいたします。  

備考  1. 論文目録の様式は書類様式 (3)によること。  

 

 

 

⑵ 第 4 条第 2 項の規定による学位申請書の様式  

 

学 位 申 請 書 

 

 

年  月  日  

 

 

城西国際大学学長 殿  

 

 

氏名  印  

 

 

このたび博士 (     )の学位を受けたく論文、論文目録に論文  

 

 

審査料、その他必要資料を添えて提出いたします。  

 

備考  1. 論文目録、履歴書様式は書類様式 (3)及び (4)によること。  
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⑶ 論文目録の様式  

 

論 文 目 録 

 

論 文 

1. 題 目 

2. 印刷公表の方法及び時期  

3. 冊 数 

 

参 考 論 文 

1. 題 目 

2. 印刷公表の方法及び時期  

3. 冊 数 

 

年  月  日  

学位授与申請者  

氏 名  

備考  1. 論文題目が外国語の場合には、和訳を付記すること。  

2. 参考論文が 2 種類以上あるときは、別記すること。  

3. 論文がまだ印刷公表されていないときは、その予定の方法時期を記載す

ること。  

4. 論文目録は 3 通提出すること。  

 

⑷ 履歴書様式  

 

履 歴 書 

 

本 籍  

現住所  

 

ふ り が な 

氏 名 

年  月  日生  

学 歴  

職 歴  

研究歴  

賞 罰  

上記のとおり相違ありません。  

年  月  日  

氏名  印  

備考  1. 学歴は高等学校卒業以後の履歴について年次を追って記載すること。  

2. 本学大学院の課程を経た者は、その単位修得証明書を添えること。  
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別表 2 (学位記の様式) 

⑴ 第 3 条第 1 項の規定により授与する学位記の様式 (学部を卒業した場合 ) 

 

年第   号  

 

学  位  記  

 

 

            〔氏名〕           

                     〔   年  月  日〕生  

 

本学〔学部名〕〔学科名〕所定の課程を修めて本学を卒業したことを認め  

学士（〔専攻分野〕）の学位を授与する  

                   〔学位授与   年  月  日〕  

                    城西国際大学学長  〔学長名〕印  

 

 

JOSAI INTERNATIONAL UNIVERSITY 

Faculty of〔学部名〕  

Department of〔学科名〕  

confers upon 

〔氏名〕  

   Birthdate: 〔   月  日  年〕  

having successfully completed the prescribed course of study in  

The degree of 

         Bachelor of〔専攻分野〕  

             〔学位授与   月  日  年〕  

   〔学長署名〕  

  〔学長名〕  

President, Josai International University  
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⑵ 第 3 条第 2 項の規定により授与する学位記の様式 (修士課程を修了した場合 ) 

 

修第   号  

 

学  位  記  

 

 

            〔氏名〕           

                     〔   年  月  日〕生  

 

本学大学院〔研究科名〕〔専攻名〕の修士課程を修了したので修士（〔専攻分野〕）

の学位を授与する  

                   〔学位授与   年  月  日〕  

                   城西国際大学学長  〔学長名〕印  

 

 

JOSAI INTERNATIONAL UNIVERSITY 

Graduate School of〔研究科名〕  

Division of〔専攻名〕  

confers upon 

〔氏名〕  

   Birthdate: 〔   月  日  年〕  

having successfully completed the prescribed course of study in 

The degree of 

        Master of〔専攻分野〕  

             〔学位授与   月  日  年〕  

   〔学長署名〕  

  〔学長名〕  

President, Josai International University  
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⑶ 第 3 条第 3 項の規定により授与する学位記の様式 (博士後期課程を修了した場合 ) 

 

学 
 

 

位 
 

 

記 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

氏 

名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年 
 

月 
 

日
生 

  
 

 

本
学
大
学
院 

 
 

研
究
科 

 
 

専
攻
の
博
士 

 
 

後
期
課
程
に
お
い
て
所
定
の
単
位
を
修
得
し
学
位
論 

 
 

文
の
審
査
及
び
試
験
に
合
格
し
た
の
で
博
士(  

 
 
) 

 
 

の
学
位
を
授
与
す
る
。 

  
 

 

論
文
題
目 

  
 

 
 

 

年 
 

月 
 

日 

  
 

城
西
国
際
大
学
学
長 

 
 

 
 

 
 

 

印 

 

博
甲
第 

 
 

号 
 

 

⑷ 第 3 条第 3 項の規定により授与する学位記の様式 (博士課程を修了した場合 ) 

 

学 
 

 

位 
 

 

記 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

氏 

名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年 
 

月 
 

日
生 

  
 

 

本
学
大
学
院 

 
 

研
究
科 

 
 

専
攻
の
博
士 

 
 

課
程
に
お
い
て
所
定
の
単
位
を
修
得
し
学
位
論
文
の 

 
 

審
査
及
び
試
験
に
合
格
し
た
の
で
博
士(  

 
 
) 

 
 

の
学
位
を
授
与
す
る
。 

  
 

 

論
文
題
目 

  
 

 
 

 

年 
 

月 
 

日 

  
 

城
西
国
際
大
学
学
長 

 
 

 
 

 
 

 

印 

 

博
甲
第 

 
 

号 
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⑸ 第 3 条第 4 項の規定により授与する学位記の様式 (学位論文提出による場合 ) 

 

学 
 

 

位 
 

 

記 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

氏 

名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年 
 

月 
 

日
生 

  
 

 

本
学
に
学
位
論
文
を
提
出
し
所
定
の
審
査
及
び 

 
 

試
問
に
合
格
し
た
の
で
博
士(  

 
 
)

の
学
位
を
授 

 
 

与
す
る
。 

  
 

 

論
文
題
目 

  
 

 
 

 

年 
 

月 
 

日 

  
 

城
西
国
際
大
学
学
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学則変更に伴う理由書 

１．条文の改正について 

⑴ 経営情報学部総合経営学科及びメディア学部メディア情報学科、薬学部医療薬学科の

収容定員変更に伴い、第４条につきまして改正をいたします。

⑵ 第78条附則を、令和5年4月1日より改正いたします。

２．学位規程の改正について（本届出（収容定員変更）による改正はない） 

⑴ 大学院健康科学研究科健康科学専攻（令和5年4月開設予定、令和4年3月申請済）の

設置認可申請に伴い、認可の上は、第2条を改正いたします。

⑵ 附則を、認可の上は、令和5年4月1日より改正いたします。

３．変更の時期 

令和5年4月1日 

以 上 

-学則－90-



城西国際大学学則新旧比較表 

新 旧 

省略 

第４条 本学各学部の収容定員は次のとおりとする。 

学部 学科 入学定員 
編入学定員 
(第３年次) 

収容定員 

経営情報学部 総合経営学科 410名 30名 1,700名 

（省略） 

薬学部 医療薬学科 110名 － 660名 

メディア学部 メディア情報学科 370名 30名 1,540名 

（省略） 

省略 

第78条 この学則の改正は、理事会の議を経て理事長が行う。 

附 則 本学則は、平成4年4月1日から施行する。 

（省略） 

附 則 （令和3年度（国）学則第1号） 

この改正は、令和4年4月1日から施行する 

附 則 （令和４年度（国）学則第●号） 

この改正は、令和５年４月１日から施行する 

省略 

第４条 本学各学部の収容定員は次のとおりとする。 

学部 学科 入学定員 
編入学定員 

(第３年次) 
収容定員 

経営情報学部 総合経営学科 400名 20名 1,640名 

（省略） 

薬学部 医療薬学科 130名 － 780名 

メディア学部 メディア情報学科 360名 20名 1,480名 

（省略） 

省略 

第78条 この学則の改正は、理事会の議を経て理事長が行う。 

附 則 本学則は、平成4年4月1日から施行する。 

（省略） 

附 則 （令和3年度（国）学則第1号） 

この改正は、令和4年4月1日から施行する 

追加 

城西国際大学学位規程新旧比較表 

新 旧 

省略 

（学位） 

第2条 本学において授与する学位は、次のとおりとする。 

【研究科/学部】 【学位】 

人文科学研究科 博士(比較文化) 

Doctor of Philosophy in Comparative Cultural Studies 

省略 

薬学研究科 博士(薬学) 

Doctor of Philosophy in Pharmacy 

健康科学研究科  修士（健康科学） 
Master of Health Sciences  

省略 

附 則 （令和2年度（国）規程第7号） 

この改正は、令和3年2月24日から施行する。 

附 則 （令和4年度（国）規程第●号） 

この改正は、令和5年4月1日から施行する。 

省略 

（学位） 

第2条 本学において授与する学位は、次のとおりとする。 

【研究科/学部】 【学位】 

人文科学研究科 博士(比較文化) 

Doctor of Philosophy in Comparative Cultural Studies 

省略 

薬学研究科 博士(薬学) 

Doctor of Philosophy in Pharmacy 

（追加）  

省略 

附 則 （令和2年度（国）規程第7号） 

この改正は、令和3年2月24日から施行する。 

追加 

-学則－91-
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ア 学則変更（収容定員変更）の内容 

 

  



-学則変更の趣旨等(本文)－2- 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容 

城西国際大学学則第 4 条、経営情報学部、メディア学部、薬学部の収容定員について、

令和 5（2023）年度から、下表のとおりとする。 

学部 学科 
入学定員 

編入学定員 

（第３年次） 
収容定員 

新 旧 新 旧 新 旧 

経営情報学部 総合経営学科 410 名 400 名 30 名 20 名 1,700 名 1,640 名 

国際人文学部 国際文化学科 80 名 80 名 － － 320 名 320 名 

国際交流学科 120 名 120 名 10 名 10 名 500 名 500 名 

福祉総合学部 福祉総合学科 140 名 140 名 5 名 5 名 570 名 570 名 

理学療法学科 80 名 80 名 － － 320 名 320 名 

薬学部 医療薬学科 110 名 130 名 － － 660 名 780 名 

メディア学部 メディア情報学科 370 名 360 名 30 名 20 名 1,540 名 1,480 名 

観光学部 観光学科 100 名 100 名 － － 400 名 400 名 

看護学部 看護学科 100 名 100 名 － － 400 名 400 名 

合計 1,510 名 1,510 名 75 名 55 名 6,410 名 6,410 名 

経営情報学部総合経営学科とメディア学部メディア情報学科に、特定地域内学部収容

定員増加として東京紀尾井町キャンパスに外国人留学生特別枠をそれぞれ入学定員 10 名、

編入学定員（3 年次）10 名、設定する。薬学部医療薬学科の減じた入学定員 20 名を振り

替えることから、大学全体の収容定員に変更はない。 

  



-学則変更の趣旨等(本文)－3- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

  



-学則変更の趣旨等(本文)－4- 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

  本学は、国際を冠する大学として、平成 4（1992）年に千葉県東金市に開学し、平成 8

（1996）年に開設した人文学部（現 国際人文学部）国際交流学科の学生募集から、当時

では画期的な秋入学を取り入れて、外国人留学生が入学しやすい環境を整えつつ、国際大

学として発展してきた。 

  平成 20（2008）年から、大連外国語大学など中国のいくつかの国家重点大学との共同

教育プログラムをきっかけにして、編入学による外国人留学生の受入れを増やし、アジア

圏のみならず、欧米圏からも外国人留学生を受入れ、千葉東金キャンパスに 1,000 人ほど

が学ぶ国際的なキャンパスを作り出すことができた。 

  また、一方で、2004（平成 16）年には薬学部医療薬学科と既存学部を改組して福祉総

合学部を開設、山武郡市地域の保健医療を担う人材育成を求める地元地域からの要請に

応える形で、2012（平成 24）年には千葉東金キャンパスに看護学部を、2016 (平成 28)年

には既設の福祉総合学部に理学療法学科を開設した。これにより、地域に開かれた保健・

医療・福祉の総合的人材を養成する新たな拠点としての役割も担うようになった。薬剤師

養成課程が６年制に変更された 2006 年以降、地方の私立薬学部として地域社会で、様々

な医療の専門家と「協働」して医療に貢献する薬剤師を 1,000 人以上輩出してきた。 

薬学部医療薬学科の近年の入試状況を見ると、平成 28 年度に 138 人（入学定員超過率

1.06）であった入学者は令和 3（2021）年度には 78 人（入学定員超過率 0.60）まで年々減

少している（平均入学定員超過率 0.79）ことを踏まえ、定員未充足の改善が急務となって

いる。薬学部医療薬学科では、学生支援体制の再整備、学習プロセスの見直しをするなど、

内部改革をスタートさせた。 

こうした中、本学における外国人留学生の受入れ状況を見ると、2018 年度には 736 人

在籍していた外国人留学生は 2021 年度には 457 人と減少傾向にあるが、このコロナ禍を

機に、オンライン授業を海外にも広げ、日本に入国できない外国人留学生が自国から本学

の授業を受講できるなど、新たなメリットも生まれた。日本への入国制限も見直されたこ

とから、ここにきて共同教育プログラムを展開する中国・韓国・台湾の協定校からの本学

の受入れの打診も増えてきた。 

海外の大学との間で実施するオンライン授業も定着して、特に時差が少ないオセアニ

アやアジアの協定校とは、時間に縛られず、合同授業や交流活動に集中でき、こうしたグ

ローバルな学びの機会を提供する取り組みを反映し、本学は THE 世界大学ランキング日

本版 2022 において、「国際性」で全体 54 位、首都圏の私立大学に限定すると 17 位と、高

いランクをキープした。 

  このような状況下で、本学の中長期ビジョンに掲げる「国際力の強化：世界の多様なパ

ートナーと協働して本学の「知」を波及させるとともに、「国際」を冠する大学にふさわ

しいグローバルな就学環境を創出する」に基づき、薬学部医療薬学科の定員未充足の改善

をさらに進めるために入学定員を 20 人減じ、経営情報学部及びメディア学部の東京紀尾

井町キャンパスに、「地域における大学の振興及び若者の雇用機会の創出による若者の修

学及び就業の促進に関する法律」第 13 条第 3 号に定める外国人留学生に限定した特別枠



-学則変更の趣旨等(本文)－5- 

として、それぞれ、入学定員 10 人、編入学（3 年次）定員 10 人を付替えて、合計 60 人

の収容定員増とする。 

全学的なグローバル化、国際教育を展開し、かねてより日本語学校や海外協定校から要

望のあった、東京紀尾井町キャンパスでの外国人留学生の受入れ及び学修環境を整える。 

  なお、上記に伴う「特定地域内学部収容定員増加届出書」については、令和 4（2022）

年 7 月 26 日に文部科学省高等教育局高等教育企画課高等教育政策室に提出済みである。

（【資料１】） 
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ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う 

教育課程等の変更内容 
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ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

 （ア）教育課程の変更内容について 

    本届出による教育課程に変更はないが、令和 4（2022）年度からクォーター制を取

入れ、教育のグローバル化に対応した。 

外国人留学生は英語科目に替えて日本語科目を必修としており、千葉東金キャン

パスで開講している科目を東京紀尾井町キャンパスでも開講する。 

  ○開講日本語科目：日本語Ⅰ、日本語Ⅱ、統合日本語Ⅰ、統合日本語Ⅱ、 

日本語アカデミック・ライティング、 

日本語アカデミック・スピーキング、 

社会と文化の日本語 A、社会と文化の日本語 B 

※各 2 単位 

   ◇経営情報学部総合経営学科：外国人留学生は全学部共通基盤科目群のうち、開講日

本語科目から 8 単位以上を修得すること。 

   ◇メディア学部メディア情報学科：外国人留学生は、日本語Ⅰ・Ⅱを必修として、その

他、全学部共通基盤科目群の中から、開講日本語

科目 1 科目 2 単位以上を修得すること。 

 

 （イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容について 

    外国語科目（英語）を日本語に変更すること以外は、既に東京紀尾井町キャンパス

で実施している授業をそのまま適用するため、変更はない。 

外国人留学生に対する入学後のオリエンテーションは、経営情報学部、メディア学

部共に千葉東金キャンパスで実績があり、それを東京紀尾井町キャンパスでも展開

する。 

 

 （ウ）教員組織の変更内容について 

    本届出による学部教員組織に変更はないが、東京紀尾井町キャンパスにおいても、

千葉東金キャンパスで開講実施している日本語科目を展開するため、語学教育セン

ター所属の日本語担当教員を段階的に増員し、これに対応する。 

 

 （エ）大学全体の施設・設備の変更内容について 

    令和 4 年に東京紀尾井町キャンパス 2 号棟を建て替え、また、1 号棟 2 階の事務ス

ペースを改修してラーニングコモンズを設置し、教育施設の拡充を図ったところで

ある。本届出による新たな施設を増築する予定はない。 

新２号棟は５階建て、総床面積 1,871 平方メートルで、50 名収容の小教室から 210

名が一度に学べる大教室まで、9 教室を設けている。コロナ禍収束後に向け、外国人

留学生の受け入れ基盤としての機能も備える。 
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エ ２以上の校地において 

教育研究を行う場合の具体的計画 
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エ ２以上の校地において教育研究を行う場合の具体的計画 

  経営情報学部総合経営学科は、平成 17（2005）年の東京紀尾井町キャンパス開設以来、

メディア学部メディア情報学科は、平成 24（2012）年 6 月に収容定員変更に伴って、千

葉東金キャンパスと東京紀尾井町キャンパスの 2 校地で、コース別に校地を設定して教

育を展開している。 

  専任教員の担当授業科目は、一部の専門科目を除き、原則として千葉東金キャンパス、

東京紀尾井町キャンパス双方に配当される。ただし、教員の時間割は一日のうちに両キャ

ンパスを往復することのないような担当授業科目を配当する配慮を行っている。 

一部の教員はいずれか一方のキャンパスにて教育研究を行う。 

  また、各キャンパスのみで開講される科目のうち時間割上の対応ができるものに限り、

学生がキャンパス間を往復することなく履修できるよう、オンライン（同時双方向、オン

デマンド等）で受講できるようにするなど配慮を行っている。 

  経営情報学部総合経営学科、メディア学部メディア情報学科の学位授与方針（ディプロ

マ・ポリシー）及び教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）は以下のとおり。 

 

 ⑴ 学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

◆経営情報学部総合経営学科 

経営情報学部総合経営学科は、所定の単位を取得し、かつ以下に該当すると判断した場

合に、学士（経営情報）の学位を授与する。 

1. 経営情報それぞれの分野に応じた専門的な知識を身に付け、適切に理解して活用す

ることができる。 

2. 情報通信技術（ICT）を活用して、新しい視点に立って経営活動に携わることができ

る。 

3. 多様な価値観について理解し、異文化社会に属する人々とコミュニケーションをと

りながら、積極的に連携・協働することができる。 

4. 社会人として必要な倫理と自律性、協調性を身に付け、ストレスコントロールをし

ながら適切にリーダーシップを発揮し、行動することができる。 

5. 企業、行政、教育等の現場において、正しく状況を把握し、課題を発見し、解決に努

めることができる。 

 

◆メディア学部メディア情報学科 

メディア学部メディア情報学科は、所定の単位を取得し、かつ以下に該当すると判断し

た場合に、学士（メディア情報）の学位を授与する。 

1. メディアと情報の双方について基本的な知識を身に付け、適切に理解して活用する

ことができる。 

2. メディア産業の現状と変化についての理解に基づき、適切かつ戦略的に自身のキャ

リアをデザインすることができる。 

3. 社会人として必要な協調性を身に付け、集団で作品を生み出す作業に関する知識と
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経験を活かして、実践的に行動することができる。 

4. 習得した技術や抽象概念を言葉やカタチに具現化する能力を身に付け、さらに文化

的または経済的価値を付加することができる。 

5. グローバル化と多様化が一層進展する社会を捉える視点を身に付け、国内外を問わ

ず幅広く活動することができる。 

6. 正答の無い課題を解決する能力と未だ存在しないものを新たに創造する能力を身に

付け、クリエイティブな活動に自発的に取り組む向上心とチャレンジ精神を持って

行動することができる。 

 

 ⑵  教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー） 

◆経営情報学部総合経営学科  

経営情報学部総合経営学科では、教育研究上の目的及び学位授与方針に基づき、国際的

な視野に立って「地域の多様性」を尊重し、多様な学問分野を融合させて実社会の課題を

解決できるマネジメント力を身に付けた人材を育成するため、以下に掲げる方針により

カリキュラム（教育課程）を編成する。 

・経営情報学の基礎となる文理融合型リベラルアーツとして、幅広い教養、新たなリテラ

シー及び総合的な洞察力を身に付けるため、全学部共通基盤科目群を設置する。 

・大学で主体的に学修する意欲、社会で求められる倫理観、課題を発見する力や課題を発

見・解決する過程を考えることができる社会人基礎力、及びキャリア形成に資する能力

を身に付けるため、ビジネスキャリア関連科目で構成するキャリア形成科目群を設置

する。 

・経営学関連科目を中核とする専門分野の基礎知識を身に付けるため、経営、マーケティ

ング、経済、会計、情報科学、スポーツマネジメント、スポーツ健康科学、環境等に係

る総論的または基礎的な科目で構成する専門基礎科目群を設置する。 

・専門基礎科目群で培った知識を土台に、一人ひとりの学修目標や進路に係る知識・技能

を深めるため、経済社会のグローバル化に対応する専門性の高い経営、マーケティング、

経済、会計、情報科学、スポーツマネジメント、スポーツ健康科学、環境等に係る専門

的な科目で構成する専門科目群Ⅰを設置する。 

・修得した知識・技能・態度を統合し、多様な人々とともに目標に向けて協力する力や主

体的・協働的に諸課題に取り組む能力を高めるため、ゼミナール・プロジェクト研究等

で構成する専門科目群Ⅱを設置する。 

・専門的学修に裏打ちされた授業力と指導力、マネジメント力を兼ね備えた教員（保健体

育科、社会科及び公民科）を育成するため、教職に関する科目で構成する専門科目群Ⅲ

を設置する。 

・学位授与方針に基づき、学生一人ひとりの進路の実現に対応するため、2 年次より総合

経営コース＜東金キャンパス＞は 3 分野を、グローバル経営情報コース＜紀尾井町キ

ャンパス＞は 4 分野を、以下のとおり設置する。 
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【総合経営コース＜東金キャンパス＞】 

①グローバルビジネス分野 

ビジネスのボーダレス化に対応するため､経営、マーケティング、会計、情報科学分

野の基礎及び国内外で求められる専門知識を総合的に学び、多文化社会でマネジメン

トできる力を身に付けるためのカリキュラムを設置する。 

②スポーツマネジメント分野  

生涯スポーツ社会を実現するため、スポーツ・健康科学やトレーニング理論の基礎、

及びスポーツの実施や指導、健康の維持・増進に関する知識や方法を総合的に学び、そ

れらを企業や地域、多様な人々の生活に応用し、マネジメントできる力を身に付けるた

めのカリキュラムを設置する。 

③地域公共マネジメント分野  

多様な人々と協働してよりよい公共サービスを実現するため、国や地域の課題を経

営的な視点で捉え、情報、法律、経済、経営、環境など多様な分野の学びから修得した

知識・技能・態度を統合し、雇用問題、福祉、地方自治、環境問題などの多様な課題の

解決に必要な知識や判断方法を身に付けるためのカリキュラムを設置する。 

【グローバル経営情報コース＜紀尾井町キャンパス＞】 

①経営分野 

現代の経営を理解するために必要な経営学、経済学、マーケティング、ロジスティク

スについて学ぶとともに、企業などの組織の経営を担う力を身に付けるためのカリキ

ュラムを設置する。 

②会計分野 

ビジネスの共通言語である会計知識を中心に、現代の経済社会の様々な事象を理解

するために必要なファイナンスや企業関連の諸法律についても学ぶカリキュラムを設

置する。 

③情報マネジメント分野 

Society5.0 時代を生きるために必須となる ICT 関連技術・知識を基礎から学び、企業

などの組織の情報戦略を担う力を身に付けるためのカリキュラムを設置する。 

④グローバル・コミュニケーション分野 

「国際人」として求められる言語能力、異文化理解を基礎として、様々なビジネス分

野で必要なコミュニケーション能力を鍛錬するためのカリキュラムを設置する。 

 

・アセスメント・ポリシーに基づく学修アセスメント・プランを提示し、学位授与方針に

示す能力の修得状況及び学生の成長に伴う達成度を客観的に測定、評価する。 

 

◆メディア学部メディア情報学科 

メディア学部 メディア情報学科では、教育研究上の目的及び学位授与方針に基づき、

メディアとテクノロジーが共進化し、グローバリゼーションと多様性が急速に進展する

時代において、クリエイティビティを持って活躍できる人材を育成するため、以下に掲げ



-学則変更の趣旨等(本文)－12- 

る方針によりカリキュラム（教育課程）を編成する。 

・クリエイティビティの基礎となる文理融合型リベラルアーツとして、幅広い教養、新た

なリテラシー及び総合的な洞察力を身に付けるため、全学部共通基盤科目群を設置す

る。 

・コースあるいは専門分野の選択にかかわらず、共通して必要な基礎知識・技能を学ぶた

め、メディア共通科目群を設置する。 

・メディア産業での就職及び競争力の獲得を目指し、卒業後の社会生活の充実、持続的な

キャリア形成や生涯学習に資する意識形成をはかり、主体的・自律的な学修方法を修得

するため、ポートフォリオ作成を含むキャリア形成科目群を設置する。 

・専門分野の基礎知識を身に付けるとともに、より広い視野からメディアと情報について

考えるため、専門基礎科目群を設置する。 

・実践力と総合力を体系的に身に付け、専門分野を深く学ぶための基盤（学士専門力）を

形成するため、各コースは以下の内容からなる専門科目群Ⅰを設置する。 

【ニューメディアコース＜東金キャンパス＞】 

・メディアアーツ、メディアテクノロジー、メディアデザインの 3 分野に関する知識・技

能を学び、作品作りを通して各々の専門性を身に付けるため、映像、サウンド、メディ

アサイエンス、プログラミング、アート、デザインなどについて学ぶ科目を設置する。 

・メディアアーツ、メディアテクノロジー、メディアデザインの３分野の横断的な学びを

通して、柔軟性（フレキシビリティ）、機動性（モビリティ）、創造性（クリエイティビ

ティ）、多様性（ダイバーシティ）を持って、新たな表現を生み出す力を身に付けた人

材を育成するための科目を設置する。 

【映像芸術コース＜紀尾井町キャンパス＞】 

・映像演出、映像技術、映像美術、アニメーション・CG、サウンド・音楽、ステージ、

芸能、エンタテインメント・ビジネスの 8 分野について実践的に学ぶため、講義及び演

習・実技・実習の科目を設置する。 

・講義の科目では、8 分野の専門知識の習得を目指し、演習・実技・実習の科目では、各

分野の知識を裏付けとする論理的思考の高度化を目指す。 

・変化するメディア産業において、クリエイティブに活躍できるリーダーを育成するた

め、各分野のビジネスの現状と今後について学ぶ科目を設置する。 

・専門的な知識の応用と実践をはかるため、ゼミ研究・実践に関する科目で構成する専門

科目群 II を設置する。 

 

・アセスメント・ポリシーに基づく学修アセスメント・プランを提示し、学位授与方針に

示す能力の修得状況及び学生の成長に伴う達成度を客観的に測定、評価する。 
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別記様式第１号 

城西国際大学経営情報学部及びメディア学部 
特定地域内学部収容定員増加 届出書 

2022 年 7 月 26 日 

文 部 科 学 大 臣 殿 

学校法人城西大学 

理事長 上原 明 

 このたび，城西国際大学経営情報学部及びメディア学部の特定地域内学部収容定員を増加さ

せることについて，特定地域内学部収容定員の抑制等に関する命令第 9 条第 1 項の規定により

，別紙書類を添えて届け出ます。なお，届出の上は，確実に届出に係る計画を履行します。 

適 用 を 受 け よ う

と す る 除外規定

及 び そ の適用を受

けることができる理

由の概要

〈適用を受けようとする除外規定〉 

地域における大学の振興及び若者の雇用機会の創出による若者の修学及び就業の促進に関

する法律第 13 条第 3 号 

〈適用を受けることができる理由の概要〉 

千代田区に所在する本学科に、外国人留学生である学生に限定して、特定地域内学部収容

定員を増加させるが、特定地域以外の地域における若者の著しい減少を助長するおそれが

少ないため。 

特定地域内学部収容

定員の変更の状況

学部等の名称 変更前 変更後

増 加 さ せ

る学部等

城西国際大学 

経営情報学部 

総合経営学科 

（修業年限 4 年） 

メディア学部

メディア情報学科

（修業年限 4 年）

（4 年次）200 人 

（3 年次編入 0 名） 

（3 年次）200 人 

（2 年次）200 人 

（1 年次）200 人 

（4 年次）260 人 

（3 年次編入 0 名） 

（3 年次）260 人 

（2 年次）260 人 

（1 年次）260 人 

（4 年次）220 人* 

（3 年次編入 10 名） 

（3 年次）220 人* 

（2 年次）210 人 

（1 年次）210 人 

（4 年次）280 人* 

（3 年次編入 10 名） 

（3 年次）280 人* 

（2 年次）270 人 

（1 年次）270 人 

*編入学を含む

大学全体 - 1,840 人 1,960 人

特定地域内学部収

容定員を増加させ

る時期

令和5年4月1日 

【資料１】
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校舎の所在地 ・東京都千代田区紀尾井町 3番 26 号（経営情報学部総合経営学科）

・東京都千代田区平河町 2 丁目 3 番 20 号（メディア学部メディア情報学科）

学校教育法に基づく

認可申請又は届出の

状況

令和 4 年 8 月 26 日 届出予定 
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別記様式第３号 

(用紙 日本産業規格Ａ4 縦型) 

 

法第 13条第３号 説明書 

 
 

 
特

定

地 
域 
内 
学 
部 
収 
容 
定 
員 
を 
増 
加 
さ

せ

る 
学

部

等 
 
 

大学の名称 城西国際大学 

学部等の名称  
修業  

年限  

入学定員  

（編入学定員） 

増加前の特定地域

内学部収容定員（

収容定員） 

増加させる特定

地域内学部収

容定員（収容定

員） 

増加後の特定地

域内学部収容

定員（収容定員

） 

校舎の所在

地 

経営情報学部 

総合経営学科 

 

 

メディア学部 

メディア情報学科 

 

4 年 

 

 

 

4 年 

400 人 

（20 人） 

 

 

360 人  

（20 人） 

800 人 

（1,640 人） 

 

 

1,040 人  

（1,480 人） 

60 人 

（60 人） 

 

 

60 人  

（60 人） 

860 人 

（1,700 人） 

 

 

1,100 人  

（1,540 人） 

東京都千代

田区紀尾井

町 3 番 26 号 

 

東京都千代

田区平河町 2

丁目 3 番 20

号 

増加させる事由 

外国人留学生に限定した特別枠の創設  

 

本学の「中長期ビジョン」（2020～2024 年度）に掲げる「国際力の強化：世界の多様なパートナーと

協働して本学の「知」を波及させるとともに、「国際」を冠する大学にふさわしいグローバルな就学環境

を創出する」という方針のもと、両学部に、外国人留学生に限定した収容定員を設け、一層の国際

交流、異文化交流及び協働学習等の実践的学びの高度化を図る。 

 

現在、外国人留学生に限定した定員枠を、千葉東金キャンパスにのみ設置しており、外国人留学

生の多くは、千葉東金キャンパスに在籍し、東京紀尾井町キャンパスにおけるグローバルな就学環

境を創出することは課題であった。また、海外提携校や日本語学校から東京紀尾井町キャンパスに

おける学習機会の提供について、賛同（学生派遣・推薦意向）の意見（＊別紙 1～6）が寄せられた。 

 

これらを踏まえ、東京紀尾井町キャンパスにおいて、世界各国から多様な文化的背景、価値観を

持つ外国人留学生と日本人学生とが共に学び合う学習環境を創出する。経営情報学部では、両者

の視点で、企業や行政、国際社会・地域社会が抱える諸課題を捉え、協働して情報通信技術（ICT

）をもちいた経営分析を実践する。メディア学部では両者が協働して日本の伝統文化（茶道・仏教・

禅・神道、歌舞伎、伝統的工芸品等）、表現テクノロジー（映像・音響・3D 等）、ACG 文化（アニメ、

コミック、ゲーム等）、視聴覚文化（デザイン・音楽・演劇・美術・アニメ・映画・建築等）を複合的に捉

え、新たな価値を創り出す。このような協働的な学びは、それぞれの学部の教育研究の質を高め、国

際的な通用性・共通性の向上と国際競争力の強化を促進するものである。また、それぞれの学部が

目指す教育研究上の目的に大きく寄与するものであり、外国人留学生に限定した特別枠を設けるこ

ととした。 

 

予定時期 令和5年4月1日 
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学生の確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 
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⑴ 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

①学生の確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 

  本学が掲げる中期計画（令和 2～6 年度）「外国人留学生の戦略的受入れと就学環境の整

備」に係る施策の一つとして、東京紀尾井町キャンパスに外国人留学生定員枠を設ける。 

  過去 5 年間の本学での外国人留学生の受入れ実績を踏まえ、本申請による収容定員数

を決定した。これには、薬学部入学定員超過の状況（【資料１】）が示す通り、薬学部の収

容定員の状況改善も含めて計画し、薬学部から減じた定員を振り替えることから、大学全

体の収容定員に変更はない。 

コロナ禍ではあるが、本学の外国人留学生受入れの状況（【資料２】）を見ると、大学全

体で 100 名を超える外国人留学生を受入れることができており、令和 3 年度は令和 2 年

度より増加している。経営情報学部、メディア学部ともに、外国人留学生受入れの状況は、

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で減少しているが、状況が落ち着けば、それ以前の

水準に回復することが見込まれる。 
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学生の確保の見通し 

イ 定員充足の根拠となる客観的データ 

の概要 
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イ 定員充足の根拠となる客観的データの概要 

  経営情報学部総合経営学科において、過去 5 年間で受入れた外国人留学生は 186 人、

メディア学部メディア情報学科において、過去 5 年間で受入れた外国人留学生は 226 人

である。（【資料２】） 

新型コロナウイルス感染症により、平成 31 年度以降は、それまでと比較して受入れ数

が減少しているものの、海外提携校や国内日本語学校 6 校からの意向書（【資料３】）にあ

るとおり、東京紀尾井町キャンパスにおける外国人留学生の学修環境整備に賛同をいた

だいていることやコロナ禍前の実績を踏まえると、状況が落ち着けば、経営情報学部、メ

ディア学部での本申請において増加する東京紀尾井町キャンパスの収容定員、それぞれ

60 人（入学定員 10 人、編入学定員（3 年次）10 人）を充足する見込みである。 
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ウ 学生納付金の設定の考え方 
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ウ 学生納付金の設定の考え方 

  経営情報学部総合経営学科及びメディア学部メディア情報学科共に東京紀尾井町キャ

ンパスでの学びを展開しており、日本人学生を対象とした学生納付金を設定している。 

本届出による外国人留学生についてもそれを準用する。（【資料４】） 
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②学生確保に向けた具体的な取組状況 

 初年度は、国内に在住する外国人留学生のみを対象とした入学試験の実施を予定してお

り、国内の日本語学校と、学生募集のみならず、日本語等の教育分野における協力関係も含

めて教育提携をしている教育機関（令和 4 年度現在 20 校【資料５】）を中心に志願者を募る

予定である。これらは、本学のみならず、日本の大学への進学実績を有している教育機関で

ある。 

また、広く志願者を募るために、令和 4 年度からの新しい試みとして、東京紀尾井町キャ

ンパスにて外国人留学生を対象とした「留学生 OPEN CAMPUS」を開催する。（【資料６】） 

東京紀尾井町キャンパスに留学生定員枠を設定する経営情報学部及びメディア学部に限

定せず、国際大学としての魅力を外国人留学生に認知させる機会として、全学での定期開催

を予定している。 

 本学広報室が管轄する LINE 等の SNS や本学 Web サイトでも積極的に広報展開を行う予

定である。 
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その他の教育研究上の目的（概要） 
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⑵ 人材需要の動向等社会の要請 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

  本学の中長期ビジョンに掲げる「国際力の強化：世界の多様なパートナーと協働して本

学の「知」を波及させるとともに、「国際」を冠する大学にふさわしいグローバルな就学

環境を創出する」に基づき、東京紀尾井町キャンパスでも学びを展開する経営情報学部及

びメディア学部に、外国人留学生に限定した収容定員を設け、全キャンパスにおけるグロ

ーバル化、国際教育の提供を目指す。 

経営情報学部及びメディア学部における教育研究上の目的は以下のとおりである。 

  経営情報学部は、グローバル化や情報通信技術の発展に即応する能力を有し、かつ企業

や行政等の組織、あるいは国際社会・地域社会が抱える諸課題の解決に主体的に向き合い、

他者と協働しながら判断・行動できる「国際的に有為なマネジメント力のある人材」を育

成する。 

  メディア学部は、クリエイティブ系実践教育とエンタテインメント・ビジネス研究によ

り、クリエイティブ産業が必要とする創造的な人材を育成する。 
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踏まえたものであることの客観的な根拠 
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② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

 高等教育改革の指針と言える「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」（平

成 30 年 11 月 26 日中央教育審議会）（【資料 7】）によれば、高等教育が目指すべき姿とし

て、個々人がその可能性を最大限に活かし、AI 時代やグローバル時代を生きていく能力を

獲得するためには、画一的な、教育を提供する側が考える教育から脱却し、高等教育は「多

様な価値観を持つ多様な人材が集まることにより新たな価値が創造される場」＝「多様な価

値観が集まるキャンパス」になることが必要であることが示されている。  

大学においては、「多様な学生」を受け入れることのできる体制を整備するとともに、「多

様な価値観」を理解する教育を展開していく必要があり、上記の中長期ビジョンの実現に向

けた取組（外国人留学生に限定した定員枠の設置）は、本答申に即したものであるといえる。 

 また、「『外国人雇用状況』の届出状況【概要版】（令和 3 年 10 月末現在）」厚生労働省（【資

料 8】）によれば、令和 3 年 10 月末現在、外国人労働者数は、1,727,221 人（前年比 2,893 人

増加）、外国人を雇用する事業所は、285,080 か所（前年比 17,837 か所増加）と届出が義務

化されて以降、最高を更新しており、国内における社会的な人材需要が増している。 

本学では、「国際社会で生きる人間としての人格形成」を教育理念とし、世界の様々な大

学と国際交流を深めたグローバル教育を充実することで、国際的な総合大学として、産業界、

自治体、海外姉妹校などと連携し、グローバル社会に活躍できる人材、地域の発展に貢献で

きる高度専門職業人を育成している。 

この理念に基づく教育によって、社会に要請される人材を輩出していることについては、

就職内定率（【資料 9】）のとおりであり、経営情報学部及びメディア学部が養成する人材は、

社会からも高く評価されている。 

なお、外国人留学生に特化したキャリア支援として、令和 3 年度に 15 回イベントを実施

（【資料 10】）し、うち 14 回は本学独自の企画として外国人留学生の就職に効果を上げてい

る。地域を絡めて支援企業を募り、更なる支援の充実に取り組み、外国人留学生の雇用創出

に貢献していく。 
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2022 年 5 月 26 日 

意 向 書 

城西国際大学 

代表者 学長 杉林 堅次 殿 

浙江省越秀外国語学院網絡伝播（メディア情報）学院 

代表者 院長 何 海翔 

浙江省越秀外国語学院網絡伝播（メディア情報）学院は、中国国務院新聞弁公室国家イン

ターネット情報弁公室と浙江省越秀外国語学院と連携しながら、2011 年 3 月 28 日に国家

インターネット情報弁公室の全国大学における最初の「中国におけるインターネット新聞

情報管理人ための人材育成の場」として創設されました。 

新聞学、編集出版学、メディア情報学、ファッションに関わるメディア情報学、インター

ネット・SNS、デジタルメディア芸術、デジタル技術という七つの学科を設立し、新聞メデ

ィアを中心としながら、コンピューター工学と芸術学を加え、芸術学、工学、新聞メディア

など多学科と共同発展する仕組みを構築しました。 

 御校の東京紀尾井町キャンパスで設立された留学生課程は、本校の網絡伝播（メディア情

報）学院の学生にとって極めて魅力あるコースで御校との共同教育をもって更なる交流機

会を得ることを願っています。 

（日本語訳）

-学生の確保の見通し等（資料）－8-



-学生の確保の見通し等（資料）－9-



-学生の確保の見通し等（資料）－10-



10
( )

270,000 270,000
400,000 400,000 800,000 (2 )

240,000 240,000 300,000 (2 )

670,000 640,000 1,310,000

10
( )

270,000 270,000
450,000 450,000 900,000 2

390,000 390,000 450,000 (2 )

720,000 840,000 1,560,000

-学生の確保の見通し等（資料）－11-



4

No.

1 2021

2 2021

3 2021

4

5

6

7

8

9 2022

10 2022

11 2022

12 KIJ

13 2022

14

15

16

17

18 2022

19

20

-学生の確保の見通し等（資料）－12-



-学生の確保の見通し等（資料）－13-



１．書類等の題目 

  「学生の確保の見通し等を記載した書類」 2 ページ 資料 7 

２．出典 

「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン （答申）」 

平成 30 年 11 月 26 日 中央教育審議会 

３．引用範囲 

https://www.mext.go.jp/content/20200312-mxt_koutou01-100006282_1.pdf 

  14 ページ 
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　「学生の確保の見通し等を記載した書類」 12 ページ 資料８
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　「外国人雇用状況」の届出状況まとめ（令和３年10月末現在）厚生労働省

３．引用範囲
　添付資料
　別添１「外国人雇用状況」の届出状況【概要版】（令和３年10月末現在）
　https://www.mhlw.go.jp/content/11655000/000887553.pdf
　２ページ分を引用
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